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① 利別川・川合新水路

１．さらに変わっていく十勝の川

　昭和12年（1937）、十勝川下流部にほられた15㎞

の新水路（統内新水路）が新しい十勝川となりました。

そのため、利別太（池田町）から茂岩（豊頃町）まで

の旧十勝川は、利別川となりました。（→ｐ190）

　しかし、工事はこれで終わりではありません。

　利別川でも、統内新水路に直接つながる新水路（川

合新水路）をつくることで流れをスムーズにし、利別

川ぞいの開拓地や街を洪水から守ろうというのです。

　工事は、統内新水路に続いて始まりました。しかし、

昭和18年（1943)、戦争が激しくなったことによって､

工事は中断されました。（→ｐ197）

昭和21年（1946）発行の地形図。利別川の新水路が、ところ

どころ（　　　）ほられているが、ほとんどつながっていない。

第５章　発展、今、そして未来へ － １．さらに変わっていく十勝の川

※１　利別川ぞい（としべつがわぞい）：今、利別川ぞいにある町は、下流から、池田町、本別町、

足寄町、陸別町。

※２　粗朶（そだ）：細い木の枝を集めてたばにしたもの。土や川岸がくずれることや川底

がけずられことを防いだり、土にうめて、水ぬきの地下水路（暗渠：あんきょ）をつく

ったりするために使われる。

（上） エキスカベーターに

よってほられていく新しい

利別川（川合新水路）。

（右）エキスカベーターを

見学する池田町民。

川合橋。水が増えると「もぐる」。

　昭和20年（1945)、戦争は終わりましたが、日本中が混

乱し、すぐには川の工事を再開することができません。

　しかし、戦後の混乱から立ち直っていく中で、川の工事

も少しずつ再開されていきます。

　昭和24年（1949）には札内川の工事が本格的に始まり、

十勝川下流の堤防や統内新水路の仕上げ工事も始まります｡

　そして昭和25年（1950)、ついに利別川の新水路（川合新

水路）の工事が再開されました。

　工事は、機関車とエキスカベーターという機械によって

進められ、ほった土によって堤防もつくられていきます。

少しずつ再開される川の工事

　新水路によって、川合地区と粒刈石地区が分けられ

てしまいます。そこで、新水路には橋もかけられます。

　この「川合橋」は、堤防と堤防をつなぐのではなく、

河川敷に下りた道を結ぶものでした。そのため、河川

敷にかぶるほど川の水が増えると、橋全体が水にしず

むので「もぐり橋」とも呼ばれることになります。

　水路ができ橋も完成した昭和31年（1956)、川合新

水路に水が流れ、利別川の下流部は、今とほとんど同

じ流れになりました。

新水路の完成と「もぐり橋」

（国土地理院所蔵の1/5万地形図〔十勝池田〕を使用、50％に縮小・着色） 旧
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（このページの写真：『十勝川写真で綴る変遷』より）
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※３　水制（すいせい）：岸を守り、岸から流れを遠ざける方法。流れの中に流れにくいもの（大

型のコンクリートブロックやくいなど）を置くことで、その場所の流れをおさえ、川岸

がけずられるのを防ぎ、川が運ぶ土砂（どしゃ）をためる。（→ｐ212）

※４　しゅんせつ（浚渫）：川の底や海の底の土砂（どしゃ）を掘削（くっさく）すること。

一般に水面から下の掘削をしゅんせつという。河道、航路、港の水深を保つため、また

は環境保全（かんきょうほぜん）や浄化（じょうか）のために行われる。（→ｐ211）

粗朶をしき、並杭の水制をつくったところ。

（写真：『十勝川写真で綴る変遷』より）

新しい利別川（川合新水路）は、新しい十勝川〔統内新

水路）に合流している。（平成17年〔2005〕撮影）

旧利別川と新しい利別川のつながりをしめ切ったとこ

ろ。　 （国土地理院刊行の1/5万地形図〔十勝池田〕を使用）

昭和28年（1953）から

13年間働いた、  しゅ

んせつ船 「十勝号」。

　利別川は、統内新水路に流れこむようになりましたが､

旧十勝川ともつながったままでした。そこで、引き続き､

旧十勝川とのつながりをふさぐ（しめ切る）工事がおこ

なわれました。

　この工事では、川の力を使って岸をつくりました。

　旧十勝川に向かう分かれ道のところで、枝をからめた

「粗朶」というものを川底にしずめ、太いくいを川底に

たくさん打ちます（並杭) 。

　すると、川の流れがこの場所でゆるやかになり、運ば

れていた土砂がしずみ、たまります。こうして川がだん

だんと岸をつくっていくのです（こういう仕組みを「水

制」といいます：→ｐ212) 。

　ある程度川岸ができたと

ころで、人間が仕上げをし､

堤防をつくってしめ切り工

事は完成しました。

　このようにして、池田市

街と茂岩市街をつなぎ、か

つてはさかんに川舟が行き

来していた旧十勝川は、水

の量が減り、旧利別川とな

りました。

かつての十勝川は「旧利別川」に

　新水路工事では、水路に水が流れてからも、「しゅんせつ」

がおこなわれます。川のしゅんせつというのは、水路の土砂を

ほり取って深く広くして、水の流れをよくすることです。（→

ｐ211）

　ポンプの力で水中のドロをほり取る「しゅんせつ船」という

船が活やくしました。

　しゅんせつして出た土砂は、旧利別川のしめ切りなどに利用

されました。

　その後も長年、もっ

と水の流れをよくする

ために、十勝川下流な

どでしゅんせつがおこ

なわれてきました。

しゅんせつ船もかつやく

　水にもぐると、川合橋には上流から流されてきた流木やゴミ

が引っかかります。また、冬には橋の上面に氷が張ることがあ

りますが、川合橋には欄干（手すり）がないので、登下校をす

る子どもたちが川に落ちる危険があります。

　そんな時は、近くに住む人たちが集まって取りのぞき、きれ

いにしました。地元の人たちの努力によって、橋の安全が保た

れ、事故が防がれていたのです。

　昭和52年（1977)、新しく「川合大橋」がかけられました。

堤防と堤防の間をつなぎ、

手すりもついた大きな橋

です。

　もぐり橋は、この橋の

完成にともなってなくな

りました。しかし、のち

に、歌の歌詞としてよみ

がえることになります。

（→ｐ231）

「もぐり橋」から川合大橋へ

もう少し細かいこと

洪水のあと、もぐり橋をきれいにする

地元の人たち。

（写真：『十勝川写真で綴る変遷』より）
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流れの中にくいをならべて打ちこみ、土砂をためる「並杭水制」。 大津川と十勝川が分かれる場所（浦幌町・豊頃

町）と、流れを止めるための工事。（写真：『十勝川写真で綴る変遷』より）

土のうなどによって十勝太（浦幌町）へ向かう流れが止められた。「十勝川が

止まった！」との声が上がったという。　　　（写真：『十勝川写真で綴る変遷』より）

昭和32年発行の地形図によるかつての十勝川下流部。　　のところで２本に分

かれている。今の浦幌十勝川が「十勝川」で、今の十勝川は「大津川」。

（国土地理院所蔵の1/5万地形図〔浦幌〕を使用、40％に縮小）

　工事は、利別川でもおこなわれた（→ｐ207)、くいをたくさ

ん打ちこむ「並杭」による「水制」と、枝をたばねてからめた

「粗朶」によって、十勝川が運ぶ土砂をためて流れを大津川の

方に変えようというもの

でした。

　昭和35～36年（1960～

61）に、水制によって流

れは大津川に向かい、水

量は、大津川：十勝川で

７：３になりました。

（→ 水制 ｐ212）

水の流れを大津川に

　しかし、昭和37年 (1962）大洪水が起き、愛牛・豊

北では、はば６㎞にまで水があふれ出しました。

　これを機に、十勝川の水はすべて大津川へ流すため

のしめ切り工事をすることが決まりました。

　昭和37年（1962)、しめ切る前にまず水制工事をし

ました。

　そして、昭和38年（1963)、水が少ない時期をめが

けて、板を張り、土でうめ、そして土のう（土の入っ

たふくろ）を積み上げるという人の力を使う方法によ

って、十勝太（浦幌町）へ向かっていた「十勝川の流

れ」をついに止めたのでした。

「十勝川の流れ」を止める

※１　水制（すいせい）：岸を守り、岸から流れを遠ざける方法。流れの中に流れにくいもの（大

型のコンクリートブロックやくいなど）をおくことで、その場所の流れをおさえ、川岸

がけずられるのを防ぎ、川が運ぶ土砂をためる。（→ｐ212）

※２　粗朶（そだ）：細い木の枝を集めてたばにしもの。土や川岸がくずれることや川底が

けずられことを防いだり、土にうめて、水ぬきの地下水路（暗渠：あんきょ）をつくっ

たりするために使われる。

② 「十勝川が止まった !」 ： 十勝川を大津川に切りかえる
　昭和35年（1960）の十勝川下流部は、旅来（豊頃町）

や愛牛（浦幌町）の下流で２本に分かれていました。

　当時の十勝川は、今の浦幌十勝川を流れ、浦幌町十

勝太（トカチプト：アイヌ語で十勝川河口の意味）に

河口がありました。（→ｐ170）

　一方、今の十勝川下流の方は、大津川（オホツナイ

：アイヌ語で深い枝川の意味）と呼ばれていました。

　当時、十勝下流ぞいの愛牛・豊北地区（浦幌町）は

洪水におそわれやすい場所で、住民は「十勝川の流れ

を大津川に流してほしい」という願いを持っていまし

た。

　そこで、昭和35年（1960）から、十勝太への流れを

少なくする工事が始まることになりました。

第５章　発展、今、そして未来へ － １．さらに変わっていく十勝の川

　　再び十勝川とつながった浦幌十勝川
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※３　堆積（たいせき）：積み重なること。たまること。

※４　期成会（きせいかい）：あることの実現を望み、そのために活動する人たちの集まり。

※５　内水（ないすい）：大きな川に流れこむはずの水。大きな川の水位が上がると、この

内水が流れこむことができなくなり、堤防（ていぼう）のまわりにたまる。これを内水

はんらんという。内水を流し出すことを「内水排除（ないすいはいじょ）」という。

② 「十勝川が止まった !」 ： 十勝川を大津川に切りかえる

　浦幌十勝導水路管理所（浦幌町）には、「浦幌十勝導水路記念碑」が建てられています。碑文には、次のように、導水路工事を願っ

た地元の人たち（期成会）の思いと喜びが記されています。

浦幌十勝導水路記念碑の碑文

もう少し細かいこと

　　再び十勝川とつながった浦幌十勝川　　再び十勝川とつながった浦幌十勝川　　再び十勝川とつながった浦幌十勝川 … 浦幌十勝導水路

　こうして、アイヌ文化の中で「オホツナイ」と呼ば

れ、和人には「大津川」と名づけられ、大津という地

名のもととなった川が、新しく十勝川となりました。

　一方、かつての十勝川下流部は「浦幌十勝川」と名

前をかえ、おもに下頃辺川と浦幌川からの水が流れる､

水の量の少ない川となりました。

　浦幌十勝川では、洪水は減りました。しかし、水量

が少なくなったため土砂が流れにくくなり、河床（川

底）には土砂堆積が見られるようになりました。

　さらに、河口部では海砂が堆積し、川の水が海に流

れ出さない「河口閉そく」が起きるようになりました｡

　このため、川の水位が高くなり、まわ

りの水はけが悪くなりました。周辺の農

地が湿地化し、地下水位が高くなった市

街地では、床下が水びたしになって汚物

があふれるなど、生活環境も悪くなりま

した。

　そこで、必要な水の量だけを浦幌十勝

川に流すため、昭和57年（1982)、水門

をつけた水路（浦幌十勝導水路）がつく

られました。下頃辺川を通じて、十勝川

と浦幌十勝川が再びつながったのです。
工事中の導水路。後ろが導水門。

（写真：『十勝川写真で綴る変遷』より）

浦幌十勝導水路記念碑。管理所の敷地に建てられている。

浦幌十勝導水路。

もとの十勝川（浦幌十勝川）と新しくつくられた導水路（浦幌町）。

（国土地理院刊行の1/5万地形図〔浦幌〕を使用、70％に縮小）
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　「昭和三十八年九月浦幌十勝川（十勝太河口側）の洪水防止

を目的としトイトッキ地点に締切堤を築造して浦幌十勝川への

分流を阻止した。

　以来洪水は解消され飛躍的な営農の安定と拡大が図られたが、

流量の減少による滞流と土砂の堆積及び河口の閉そくにより水

位が上昇し流域一帯の内水排除が困難となって、農地の効果的

活用の支障となるなどの問題が発生した。

　このため関係住民の悲願により昭和四十六年期成会を結成、

浦幌十勝川への導水を国に強力に要請、関係各位の特段なる配

慮により昭和四十七年これが浦幌十勝導水路工事として採択と

なり約九十億円余の巨費を投入して工事の完成をみるに至った｡

　この偉業を記念し、なお一層の地域の発展を願いこの碑を建

立する。

　昭和五十七年六月　　 浦幌十勝川改修工事促進期成会建之」
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昭和39年（1964）におこなわれた、川の流れを変える工事。

（写真：『十勝川写真で綴る変遷』より）

平成17年（2005）の芽室川合流点の十勝川。オレンジ色の点線が昭和38年

（1963）にほった部分。水色の点線は、工事前のおもな川の流れ。

昭和22年（1947）の芽室川合流点あたりの十勝川。曲がりくねり、何本にも

分かれている。（黄色い線は、今、堤防があるところ）

　芽室町の中島（毛根中島）では、芽室川の合流点から上流

で、十勝川が２本に分かれていました（今の流れと、芽室川

支流の古川：旧御影川。古川橋のかかる川）。

　昭和37年（1962）のころには、だいたい今の流れが中心と

なっていましたが、まだ曲がりが大きく、芽室川合流点前後

では大きく２本に分かれしていました。洪水が起きれば、流

れが変わり、その流れの変化で川岸がこわれるおそれがあり

ました。

　そこで、川の流れをスムーズな一つの水路でつなぎ、十勝

川を落ち着かせようという工事がおこなわれました。　

芽室町の中島では

　無理にまっすぐにつないでも、川自体が曲がろうと

すれば、川岸はこわれていきます。そこで、毛根中島

の工事では、それまであった川の流れを調べ、ゆるや

かなカーブを持った水路をほることになりました。

　昭和38年（1963）には、芽室川合流部のおよそ2.5

㎞で、昭和39年（1964）には、その上流のおよそ

1.5㎞で、それぞれ新しい水路がほられました。

　このような工事が各地でおこなわれることによって、

洪水となれば暴れて、人の暮らしをこわしていたいた

十勝の川が、今のような落ち着いた流れになってきま

した。

ゆるいカーブでつなぐ

③ 十勝川をひとつの流れに
　自然なままの川は、平野部では大きく曲がりくねり、

また、何本にも枝分かれして流れることもよくあります｡

　かつての十勝川は、とくに、芽室・音更・帯広・幕別

のあたり（中流部）で、何本もの川すじを持ち、大きな

洪水があると本流が変わることもありました。

　これでは、人が暮らし、畑にした所がいつ川になって

しまうかわかりません。

　そこで、流れをできるだけ一本にまとめ、堤防で囲む

ことで、洪水になっても畑や住宅地へあふれ出さないよ

うに、十勝川などの川はつくりかえられていきました。

　これは、川の流れをよくし、川が流せる水の量をふや

すことにもなります。

第５章　発展、今、そして未来へ － １．さらに変わっていく十勝の川
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川を広げたとき （河道掘削）

堤防をつくったとき
てい  ぼう

か   どう   くっ  さく

もともとの川

第５章　発展、今、そして未来へ － 治水工事

洪水から暮らしを守る … 治水工事

　統内新水路工事（→ｐ190）のように、洪水から人や家、畑を守り、人々が安心して暮らせるようにするための工事を

「治水工事」といいます。

　例えば新水路には、川の流れをよくすることで、洪水が起きても川があふれないようにする働きや、早く水が引くよう

にする働きがあります。ほかにはどんな治水工事があるのか、見てみましょう。

●　河道掘削・しゅんせつ

　河道掘削とは、川の水が流れる水路（河道）をほって広げる

ことで、川が流すことのできる水の量を増やし、洪水を防ぐ工

事です。川はばを広げたり、川底をほり下げたりします。

　河道掘削のうち、水中部分をほることを「しゅんせつ」とい

います。

　水が流されたあとの新水路や、流れがおそくなるため水が運

んできたドロがたまる十勝川下流部では、「しゅんせつ船」に

よって川底や川岸がけずり取られました。（→ｐ207）

　川舟が通っていた時代には、舟が安全に行き来できるように

するために、通行のジャマになる流木を取りのぞきました。十

勝川のしゅんせつ、そして「河川工事」は、この流木を取りの

ぞくことから始まったともいえます。（→ｐ179）

●　堤防

　河道掘削は、いわば、川の「下」を広げる工事です。それに

対して、川の水が流れるところを「上に」広げる役割を持って

いるのが堤防です。

　堤防をつくると、ふだん流れている水路から水があふれても、

堤防と堤防にはさまれた空間までは、川の水を流すことができ

るようになります。

　堤防と水の流れの間にある河川敷は、いつもは川には見えま

せん。公園や牧草地などがあることもあります。しかし、いざ

というとき川底になる河川敷は、りっぱな川の一部なのです。

　また、堤防には、川の流れを閉じこめる役目もあります。

川底の土砂を水ごと吸い上げてしゅんせつするポンプ船。土砂は

河川敷の「排泥池」で水をぬいたあと、堤防づくりなどに使われる。

（写真：『十勝川写真で綴る変遷』より）

堤防があることで、増えた水も住宅地や畑にあふれさせずに流す

ことができる。

十勝川河川敷グラウンドでのラグビーの試合。河川敷は、洪水の時に

は「川底」となる。おくに見える高いところが堤防。
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●　護岸

　人の力で水が流れやすくつくりかえても、とくに洪水のとき、

川は曲がり、広がろうとします。

　護岸とは、川岸や堤防、さらには人の暮らしや畑を、川の流

れがけずり取っていかないように守るもの（または守ること）

です。

　水路近くに家が多い場合には、コンクリートなどによってが

んじょうに護岸します。また、河川敷が広い川などでは、流れ

が堤防に近づいた部分にブロックを張ります。流れを岸に寄せ

ないように、水制をつくる場合もあります（下の項目）。

　コンクリートやブロックではなく、太い針金で作った網カゴ

に玉石をつめて作った「蛇かご」や「ふとんかご」というもの

で、護岸する場合もあります。

　最近では、階段ブロックなどを使って、

人が川に親しみやすくした護岸や、護岸

ブロックの上に土をかぶせて、一見する

と護岸していないような、自然の生き物

にやさしい護岸をするようになってもき

ています。

●　水制

　水制は、川の流れの中に流れにくいものを置くことで、水の

勢いを弱め、土砂が自然にたまるようにするものです。水制に

よって岸ができ、川の流れを岸からはなすことができます。

　最近では、大きなコンクリートブロックを、数段積み上げて

流れにつき出して水制とします。

　そのほか、太い木のくいをならべて打ちこむ「並杭水制（→

ｐ208）」や、木で組んだわくに蛇かごを乗せて川にならべる

「聖牛（武田信玄も使ったという）」なども、水制の一種です。

ブロックに太い針金を通してつないだ護岸。おくの護岸がないとこ

ろでは、川岸が水の力でけずられている。

「ふとんかご」による護岸。針金のカゴに石が

つめてある。機関庫の川（帯広市）。

住宅地の中を流れる帯広川は、がっちりと

護岸してあるが、遊歩道や植物がある。

（上）できたばかりの十勝川

の水制（清水町）。積み上げ

られたブロックが流れにつき

出している。（矢印は流れ）

（左）「聖牛」。 川の流れ

の中なのだが、つくる時

には土砂で囲み、 川の

水が来ないようにしてあ

る。完成後、水を流す。

（右）流れの中に置か

れ、 しばらくたった聖

牛。  まわりに土砂が

たまり、うまっている。
できあがって10年以上たった十勝川の水制（清水町）。水制の周

りに土砂がたまって「陸」になり、林ができている。

しばらくたった札内川の水制（帯広

市）。下流側に土砂がたまっている。
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ひ  も ん

たまった土砂

たまった土砂たまった土砂たまった土砂

水制水制

水制水制

水制

水制水制水制

水制

蛇かご蛇かご蛇かご

堤 防とびら

トンネル水路

水の中で

とびらが

閉じている

けずられている

水
の
流
れ

護　岸護　岸護　岸

護　岸護　岸護　岸
ふとんかごふとんかごふとんかご

※１　武田信玄（たけだしんげん：1521～1573）：武田太郎晴信（たけだ たろう はるの

ぶ）のことで、「信玄」とは法名（ほうみょう：僧としての名前）。戦国時代の武将・

大名で、甲斐国（かいのくに：今の山梨県）を支配。甲斐は平野部が少なかったので新

田開発をおしすすめ、河川の流れを変えることで農地を増やした。
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●　樋門

　堤防があると、川の水が住宅地や畑に入ってくるのを防ぐこ

とができますが、川へ流れこむ水も止められてしまいます。

　そこで、小さな川が流れこむ場所の堤防に樋門をつくります。

樋門は堤防の下をくぐる水路で、洪水の時に閉じることができ

るとびらがついています。

　さらに、樋門を閉じた時に住宅地や畑に水がたまってしまう

場合に備えて、排水機場や救急排水施設があります。ここでは、

ポンプの力で水を川に流し出すことができます。

●　治水ダム

　ダムはおもに山あいの谷につくられて、上流の水をためるも

のです。治水ダムは、山に大雨が降るなどした時に「洪水の水｣

をためたり、ダムから流す水の量を調節することで、下流の安

全を守るためのダムです。

　発電や農業、あるいは生活などのために「使

う水（用水)」をためるのは、利水ダムといい

ます。北海道では春の雪どけ水をため、雨の少

ない春から夏にかけて大切に使われます。

　十勝川の十勝ダム（新得町）や札内川の札内

川ダム（中札内村）は洪水を防ぎながら、発電

や農業などに使う水をためるので、多目的ダム

といいます。

●　砂防えん堤

　砂防えん堤は、上流から流される石や土砂をためたり、安全

に下流側へ移動させるためのものです。洪水の時、下流で土や

石による災害が起きることを防ぎます。また、土や石をためた

あとは、えん堤上流の流れをゆるめ、山はだがくずれることや

土や石が一気に流れ下ることを防ぎます。

ふだんは、トンネル水路を通って水

が出ていく。

洪水の時は、川の水が入ってこな

いようにとびらを閉める。

（上）音更川の樋門（音

更町）。堤防の下をくぐ

るトンネル水路ととび

らからなる。

（右） 洪水の時の利別川

の樋門（池田町）。水の中

でとびらが閉じている。

（上）十勝ダム（十勝川上流・新得町）。

（左）札内川ダム（札内川上流 ・ 中札

内村）。どちらも治水のほか、 発電用

水などをためる役割も持つ「多目的ダ

ム」。

戸蔦別川にある砂防えん堤のひとつ（戸蔦別川第８号砂防えん堤

：帯広市）。 高さ20ｍ以上ある。砂防えん堤には高さ数ｍの小さな

ものもある。
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地
域
産
業

環　
　

境

（上）十勝頭首工（音更川・

士幌町字士幌）。

（右） 十勝頭首工で取ら

れた水は、  士幌町と音

更町の用水路を流れる。

なかとかち浄水場（中札内村）から池田町の清見配水池まで、60㎞以上

の送水管を通して、水が送られている。写真は、なかとかち浄水場。

川の水は、さまざまなかたちで、わたしたちとかかわっている。写真

の川は札内川（上札内橋上流・中札内村）。

　農作物も植物なので、水を必要とします。水田には必ず水

路で水を引かなければなりません。畑であっても、雨が少な

ければ、作物は干からびてしまいます。

　札内川頭首工（中札内村・札内川）、幕別ダム（幕別町・稲

士別川）、美生ダム（芽室町・美生川）などからは、畑に水が

引かれています。ただし、ほとんどの水路が地下を通されて

いるので、水路を見ることはできません。

　昭和38年（1963）にできた十勝頭首工（士幌町・音更川）

からは、士幌町、音更町を通って十勝川まで地上に水路がつ

くられています。

　水路を見ることはできますが、岸は急であり、深さや流れ

もかなりあります。近づきすぎないよう、気をつけましょう。

かんがい用水 … 十勝頭首工

　自分がふだん飲んでいる水が、どこから送られてきてい

るか知っていますか？

　川の水から引いているところもあれば、地下水から引い

ているところもあります。また、わき水から引いているこ

ともあるかも知れません。

　例えば、池田町の市街地へは、中札内村の上札内にある

「なかとかち浄水場」から60㎞以上もの長さの送水管がし

かれ、それを通して水が引かれているのです。そして、浄

水場へは、さらに札内川の上流から水が引かれています。

　もっと上流にある札内川ダムは、この水道用水がいつで

も取れるように、札内川に流す水の量を調整しています。

　なお、池田町までの水は、ポンプなどの力を使わずに、

高さの差によって送られています。

飲み水はどこから？ … 上札内から池田まで60㎞

※１　頭首工（とうしゅこう）：川などから農業用水を用水路へ取り入れるための施設全体

をいう。せきや取水口などをふくむことが多いが、必ずしもせきがあるとは限らない。

※２　なかとかち浄水場（なかとかちじょうすいじょう）：通称「ワックアプラザ」。平成７

年（1995）水道水供給開始（第１期）。ここからは、更別村・中札内村・帯広市・芽室町・

幕別町・音更町・池田町に水道水が送られている。

※３　十勝で起こされる電気（とかちでおこされるでんき）：十勝以外で起こされた電気も

④ 農業のための水、水道や電気のための水
　川の水は、わたしたちの暮らしの中でさまざまな形で

役立っています。

　田畑をうるおす「かんがい用水｣ 、飲み水など生活の中

で使うための「水道用水｣ 、発電のために使われる「発電

用水｣ 、工場で使われる「工業用水」など、川の水は知ら

ず知らずのうちに、わたしたちとかかわっているのです｡

　もう一つ忘れてはならないことは、わたしたちが使っ

た水も、ほとんどが川に流されているということです。

　川の水というのは、ただ川を流れているだけではなく､

わたしたちの暮らしの中を流れ、さらにはわたしたちの

体の中を流れているといってもいいのです。
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　工場ではものを洗うためや、お湯を利用するためなどに、多くの

水を使います。地下水をくみ上げることもよくありますが、川から

引くこともあります。

　士幌町にあるでんぷん工場では、音更

川にせきをつくり、そこから地下の水路

を通して水を引いています。

　でんぷん工場では、原料のジャガイモ

を洗う時のほかに、すりつぶしたイモか

らでんぷんを洗い出す時に、水が使われ

ます。

工業用水 … 士幌のでんぷん工場

十勝に送られていて、また、その電気に十勝で起こした電気を合わせて、十勝だけでなく、

広く北海道東部の電気として使われている。

※４　十勝のおもな発電所（とかちのおもなはつでんしょ）：糠平系では、幌加発電所（幌

加川）、糠平発電所（音更川）、芽登第一・第二発電所（美里別川）、足寄発電所（利別川）、

本別発電所（利別川）。十勝川では、富村発電所、十勝発電所、上岩松発電所、岩松発電所、

熊牛発電所。札内川では、札内川発電所。ほかに、然別第一・第二発電所など。

④ 農業のための水、水道や電気のための水

糠平ダム（上士幌町：音更川）。ここにためられた水は、計５つの発電

所で電気を起こしたあと、本別町で利別川に流される。

（上）士幌町のでんぷん工場（士幌町農業協同

組合澱粉工場）。

（右）工場で使う水を取るため

のせき（音更川・士幌町）。

糠平発電所（上士幌町）

の発電機。

本別発電所（本別町）。糠平ダムの水は、

ここまで送られてきて利別川へ流される。

　十勝で起こされる電気のほとんどは、水の流れで発電機

を動かす水力発電によるものです。

　大正６年（1917）には、佐幌川の発電所（清水町）が芽

室をへて、帯広まで電気を送っていました。

　十勝川（岩松）、楽古川、浦幌川上流、美生川、芽室川、

然別川、帯広川、戸蔦別川、糠内川、足寄川など、各地に

大小の水力発電所がつくられました。

　中札内村のピョウタンの滝（札内川）も、もとは昭和29

年（1954）にできた水力発電用のダムだったのが、次の年

の洪水によって土や石でうまったものです。

　昭和31年（1956)、音更川上流に糠平ダム（上士幌町)

ができました。このダムにためられた水は、現在、糠平発

電所で電気を起こしたあと、水路を通って利別川まで送ら

れていく間に、４つの発電所で電気を起こしています。

　ほかにも、然別湖から十勝川まで送られる水により、３

つの発電所で電気が起こされています。

　十勝川には十勝発電所（十勝ダム）など、５つの発電所

があり、札内川ダムにも札内川発電所があります。

電気を起こす水 … 糠平ダムの水はどこへ

　わたしたちがものを洗ったり、風呂で使ったり、トイレ

で流した水はよごれています。

　そのまま流しては、川や地下水をよごしてしまいます。

　そこで、流す前に浄化施設を通すことで、きれいにして

います。

　各家庭に浄化槽がある場合もあり、よごれた水を下水道

に流して下水処理場できれいにする場合もあります。

　また、工場などからよごれた水が出る時も、浄化施設で

きれいにしてから川に流します。

川に流す水 … 浄化施設
０

１０

２０ ｋｍ

札内川ダム

なかとかち浄水場

池田町

中札内村

「十勝川流域下水道浄化センター」（帯広市西18条北３丁目）。帯広市

・音更町・芽室町・幕別町からの水を処理する。
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① 湿地の減少と生き物

２．十勝の発展と環境の変化

　明治から始まった十勝内陸の開拓、そして、現代ま

で続くさまざまな治水工事のおかげで、洪水の被害は

減り、畑や住宅地など人が暮らせる場所がどんどん広

がり、農業を始めいろいろな産業も発達してきました。

　しかし、こうした発展は、一方で自然環境の大きな

変化をもたらしました。

　例えば、新水路工事などによって十勝川の流れをよ

くし（→ｐ190）、土地の水はけを良くすることで、多

くの湿地が畑や住宅地に変わってきました。

　人の暮らしにとって、湿地はかなり迷惑な場所です。

しかし、自然の中では生き物が豊かに暮らす場所でも

ありました。　　　　　　　　　　　　   （→ｐ185）

第５章　発展、今、そして未来へ － ２．十勝の発展と環境の変化

※１　レッドデータブック：絶めつのおそれのある野生生物について記載したデータブック

のこと。もとは国際自然保護連合が作成し、その後、各国や団体によっても作成されて

いる。日本では国（環境省）が作成していて、北海道でも作られている。

レッドデータブックにのってい

る十勝の水草の例。

ネムロコウホネネムロコウホネ

ヒシモドキヒシモドキ

エゾベニヒツジグサエゾベニヒツジグサネムロコウホネ

ヒシモドキ

エゾベニヒツジグサ

（上）タンチョウ。 アイヌ語で

「サロルンカムイ」。 意味は

「ヨシ（アシ）原内にいる神」。

（右）ヨシ（アシ）原の中で、

巣を作るタンチョウ。

　ヨシ（アシ）やガマ、ミクリやカヤツリグサなど、水辺や水

の浅いところに生える草を水草といいます。中には、ヒシのよ

うに、静かな水面にうかびただよう草もあります。

　こうした水草は、その多くが湿地に生えている草です。湿地

が減るということは、そのまま、こうした水草の数が減ること

でもありました。

　絶めつのおそれがある生き物をリストにした、国の「レッド

データブック」には、ネムロコウホネ、エゾベニヒツジグサ、

ヒシモドキなど、十勝にある水草もたくさんのっています。

少なくなった水草たち

　湿地を好む鳥たちもいます。ガンやカモの仲間には、

静かな沼を好むものが多くいます。

　マガンやヒシクイといったガンの仲間は、春に南から

北へ、秋に北から南へとわたる途中に、十勝の沼によっ

て一休みします。

　また、釧路湿原で有名なタンチョウは、春には十勝に

もやってきて、湿原のヨシ（アシ）草原の中で卵を産み、

子育てをします。わずかながら冬ごしするものもいます。

　これらの鳥たちにとって、湿地はとても大切な場所な

のです。

　ただ、こうした鳥たちは、畑の作物を食べてしまうこ

ともあり、増えた場合には問題が起きることもあります。

タンチョウなど湿地に暮らす鳥もいる

↑ 

札
内
川

十勝川 →
十勝川 →

帯 

広 

市

十勝川下流部の地形図。左が昭和21年（1946）発行で右が昭和58年（1983）

発行のもの。湿地（　　　）がはっきりと減っている。

（国土地理院所蔵・刊行の1/5万地形図〔浦幌〕を使用）

昭和21年（1946）発行昭和21年（1946）発行 昭和58年（1983）発行昭和58年（1983）発行昭和21年（1946）発行

明治29年（1896）発行 平成9年（1997）発行

昭和58年（1983）発行

十勝川
十勝川
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内
川

第５章　発展、今、そして未来へ － ２．十勝の発展と環境の変化

※２　幕別町ふるさと館（まくべつちょうふるさとかん）： 幕別町依田 384-3（依田公園横）

電話 0155 - 56 - 3117　月・火曜日休館

ネムロコウホネ

ヒシモドキ

エゾベニヒツジグサ

ヤマメ。

札内川（中島新橋・帯広市）。今でも複雑な流れをしているが、昔

と比べるとレベルがちがうようだ。

イトヨ。トゲウオの仲間。小さい。

大きくなると１ｍをこえるイトウ （飼育：幕別町ふるさと館：※２）。大きなも

のは深い「淵」にすむという。春、産卵の時には上流にさかのぼる。

札内川の変化。明治29年（1896）と平成９年（1997）発行の地形図を比べる。

（国土地理院所蔵・刊行の1/5万地形図〔帯広〕を使用、80％に縮小）

　やがて、洪水から人の暮らしを守るため、川は蛇行が小さ

く、少なくされ、流れやすくなっていきました（→ｐ210) 。

蛇行が少なくなると、川の中の環境に変化が少なくなります｡

　そうなると、それぞれの魚のすむ場所が限られていき、魚

の数が減ることにつながります。

　さらに、何かの理由で今すんでいる場所がこわれてしまう

と、移りすむことが難しくなり、いっそう数が減ることにな

りかねません。

　スッキリと流れやすい川は、わたしたちの暮らしには助か

るのですが、魚たちにとっては、暮らしにくいものになって

しまうこともあるです。

川がスッキリすると…

　また、卵の時、子どもの時、大きくなった時、と成長の段

階によってすむ場所の変わる魚もいます。

　イトウは、上流で石がゴロゴロした川底をほって卵を産み

ます。ふ化したすぐあとには石の間で暮らし、その後、うき

上がります。少し流れ下って、川岸ぞいの落ち葉の中などで

暮らし、だんだんと流れの中にも出ていきます。

　数年かけて、川を下りながら大きくなり、１ｍをこえるこ

ともあります。成長したイトウは河口近くまで下ることもあ

り、深くて岸のえぐれた場所（淵）にすむのだといいます。

　毎年、春先の産卵時期になると、川の上流部までのぼり、

産卵後川を下ります。（→ｐ115）

　流れに変化が少なく、また、下流から上流にのぼりにくい

川は、イトウが生きにくい川なのです。

イトウが生き続けられる川は…

② 蛇行の減少と生き物
　明治時代が終わるころまで、十勝の川はほとんど自然

なままでした。自然な川は曲がりくねり（蛇行し）、何

本にも分かれていました。

　こうした川には、深いところ・浅いところ、流れが速

いところ・おそいところ、草木がかぶさっているところ

・空が見えるところ、土や草でおおわれている岸・石だ

らけの岸など、さまざまな環境が入り組んでいます。

　また、洪水のたびに、新しい流れになるため、いつも

変化に富んでいました。

　川の中が変化に富んでいると、小さなトゲウオのよう

に流れがおそい水草の間を好む魚から、ヤマメのように

流れがあるところでエサをとる魚まで、いろいろな種類

の魚がたくさん暮らすことができます。
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十勝川 →十勝川 →十勝川 →
十勝川 →十勝川 →十勝川 →

帯 

広 

市

帯 

広 

市

昭和21年（1946）発行 昭和58年（1983）発行

明治29年（1896）発行明治29年（1896）発行 平成9年（1997）発行平成9年（1997）発行明治29年（1896）発行 平成9年（1997）発行
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石の間から生えてきたケショウヤナギ。

（左）大きくなったケショウヤナギ。（右）綿毛に包んだタネを飛ばす。

大きく育つためには、あまり水につからない方がいい。

洪水があると（上）、あとに何も生えて

いない石原が残る（下）。札内川。

ケショウヤナギの木。円内は白く

「けしょう」をした若い枝。

　ケショウヤナギは、石がゴロゴロした、草もほとんど生え

ないような所から生えます。土があって、ほかの木なら喜ん

で生えそうな場所には育ちません。

　そういう場所は、洪水が起き、石が運ばれてたまることで

できます。つまり、ケショウヤナギは洪水が起きないと、新

たに育つことができないのです。

　かといって、ケショウヤナギでも、育ち始めてから洪水が

来たら流されて死んでしまいます。

　木にしては早く大きくなりますが、高さ15ｍほどのもので、

生えてから20年くらいかかっています

ケショウヤナギの生える場所

　ケショウヤナギが育つためには、まず大きな洪水があって

石（れき）が厚くたまり、あるいは草木や土が流され、その

後は、しばらく大洪水にあわないような場所が必要です。

　洪水のあと、川の流れる場所が大きく変わらないと、こう

した場所はあまりできません。

　以前の十勝の川は、洪水によってたびたび流れが変わって

いました。しかし、流れが整えられ堤防が整備されたことで、

洪水が減り、大きな変化がなくなりました。以前よりは、ケ

ショウヤナギが育ちにくくなっているかも知れません。

　ケショウヤナギは、札内川を中心とした十勝の川ぞいでは、

たくさん見ることができます。これからも身近な木であり続

けてほしいものです。

ケショウヤナギが育つためには

③ 洪水の減少と生き物
　洪水が少なくなると、畑や住宅だけでなく、川ぞいに

生える自然の木や草も流されにくくなります。それなら、

自然にとってもいいことばかりなのでしょうか？

　木や草には、種類によって、それぞれ生えやすい場所

生えにくい場所があります。早く大きくなる木、おそく

大きくなる木もあります。

　例えば、ヤナギの木は、水ぎわのしめったところに生

え、木としてはとても早く大きくなります。一方カシワ

の木は、水からはなれた丘の上などに生え、最初はほか

の木の間から、ゆっくりと大きくなっていきます。

　十勝の河原を代表する木に、ケショウヤナギがありま

す。この木は、国内では十勝と長野県の上高地など、ご

くわずかな場所にしか生えていません。（→ｐ64）

第５章　発展、今、そして未来へ － ２．十勝の発展と環境の変化
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国
際
理
解

※１　病気（びょうき）：ミズカビ病。 ※２　法律（ほうりつ）：ウチダザリガニは「特定外来生物による生態系等に係る被害の防

止に関する法律（平成 16 年法律第 78 号）」に基づいて指定される「特定外来生物」で

あり、生かしたたまま移動したり放したりしてはいけない。

第５章　発展、今、そして未来へ － ２．十勝の発展と環境の変化

（左）エゾタンポポ。（右）セイヨウタンポポ。わかりやすいちがいは、

花のウラの「がく片」がそりかえっているかどうか。

（左）ニホンザリガニ。（右）ウチダザリガニ。どちらも冷たい水を好む。

見分け方は、目と目の間の頭の先がギザギザになっているかどうか。

河川敷一面に広がるセイヨウタンポポ（札内川・帯広川合流点：帯広市）。

右下はニジマス。どちらももとは日本にいなかった外来種。

　わたしたちの生活が、外来種によって成り立っているとこ

ろもあるので、ある程度外来種が広がることは、しかたがな

いかも知れません。

　また、セイヨウタンポポのように、河川敷の公園など人が

手を入れた場所で、たくましく育ち、風景をいろどってくれ

るものもあります（セイヨウタンポポは強い草花ですが、エ

ゾタンポポを減らしているわけではありません）。

　でも、種類によっては、もともと地元にいた生き物を減ら

してしまい、自然のバランスをこわす生き物もいます。

暮らしから広がる外来種

　十勝には、もともとニホンザリガニしかいませんでした。

ニホンザリガニは、温度が低くきれいな水にすんでいます。

開発が進むにつれ、こうした場所が少なくなり、かなり数が

少なくなっていました。

　そこへ、外来種であるウチダザリガニが広がり、ニホンザ

リガニをさらにおびやかしています。

　ウチダザリガニは、ニホンザリガニと同じようなところに

暮らします。大きくなるとニホンザリガニの２倍近くになり、

ニホンザリガニを食べてしまいます。さらに、ニホンザリガ

ニがかかると死んでしまう病気を広げるようなのです。

　これ以上、自然の中にウチダザリガニを増やさないように

しなければなりません。そのため、法律で、川や池など外に

放してはいけないことになっています。

ウチダザリガニの問題

④ 人が持ちこんだ生き物 … 外来種
　わたしたちが食べる、ごはんの米、白菜や大根などの

野菜、牛乳や肉を与えてくれる牛などの家畜。これらは、

ほとんどが外来種（外国からやって来た生き物）です。

育てて楽しむ草花やペットの多くも外来種です。

　こうした外来種の中に、十勝の自然の中へ広がってい

ったものがあります。人が放した場合もあります。

　例えば、河川敷の公園などでよく見られるタンポポは、

ほとんどが外来種のセイヨウタンポポです。もとから十

勝にあったエゾタンポポは数が少なく、なかなか見られ

ません。

　また、ニジマスももとはアメリカから移入された外来

種です。放流されたあと、十勝の自然の川で卵を産みな

がら、生き続けているのです。　
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① 川のおそろしさから身を守るために

３．川とのつきあい方

　川のおそろしさには、大きく分けて２つあります。

　一つが洪水の時のおそろしさ。もう一つがふだんの時

のおそろしさです。

　洪水のおそろしさは、何といっても水の量です。

　水の量が増えた川では、物を流す力が信じられないほ

ど強くなります。また、畑や街、山に降った雨が川に流

れこむことができず、周りにたまっていきます。

　洪水には、家や畑、人の命をうばう力があるのです。

　では、ふだんの川なら安全かといえば、決してそうで

はありません。

　川の水は冷たく、深さや流れの速さが場所によって大

きく変わります。泳ぎに自信がある人でも、おぼれてし

まうことがあるのです。

第５章　発展、今、そして未来へ － ３．川とのつきあい方

洪水の時の利別川堤防から見たところ。利別川の水が増え（右側）、

流れ出せなくなった水がたまっている（左側）。

帯広開発建設部のホームページから見ることができる、浸水想定

区域図。

　堤防は、もともと河川敷と同じの高さの平地につくられ

ます。堤防の近くというのは、堤防がなければ川の水があ

ふれてくるかも知れない場所なのです（→ｐ211）。整備さ

れる前には、川が流れていたかも知れません（→ｐ189）。

　こうした場所は、まわりから水が集まる場所なので、水

がたまりやすい場所です。また、堤防はこわれることもあ

ります。今でも、洪水におそわれる危険性があるのです。

　堤防は、暮らしを守ってくれています。しかし、堤防の

近くは水害にあいやすい場所だということを、忘れてはい

けません。

堤防の近くは危険地帯

　帯広開発建設部では、もし川があふれた場合、どのよう

に水が広がるかをお知らせしています（十勝川・利別川・

札内川・音更川）。ホームページでも見られるので見てみ

ましょう。

（河川の防災のページ　

http://www.ob.hkd.mlit.go.jp/hp/bousai/kasen.htm）

　また、各市町村役場では、洪水の時どうなるかを表した

「洪水ハザードマップ」を見たりもらったりすることがで

きます。

　洪水になるとどうなるのかを確かめておき、洪水の時ど

うするのかを、学校や家庭で話し合っておきましょう。

「浸水想定区域図」 や 「ハザードマップ」を見てみよう

水が増え、はげしく流れる札内川（札内橋）。人の体はもちろん、人の頭くら

いの石でも簡単に流してしまう。
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① 川のおそろしさから身を守るために

※１　豊頃よもやま話作品集 あかだも（とよころよもやまばなしさくひんしゅう あかだも）：

豊頃町豊寿大学文学科（ほうじゅだいがくぶんがくか）編集

※２　十指にも余る（じっしにもあまる）：10より多い、ということ。十指とは両手の 10

本の指のこと。指おり数えることから、10本の指でも数え切れない、ということ。

楽しいはずの時間が、とつぜん、恐怖の時となる。（写真の人たちは

無事でした）

カヌー体験の前に、ライフジャケットをつけて水に流される

練習をしているところ。野外授業のひとコマ（札内川）。

　人は水の中では生きられません。ひざより浅いところで

あっても、転んでパニックを起こしてしまえば、おぼれる

ことがあるのです。

　また、水には浮力（ものをうかそうとする力）がありま

す。そのうえ、川には流れがあります。ちょっとバランス

をくずしただけでも、転んでしまいます。

　コンクリートで護岸（→ｐ212）してあると、岸が急で

すべりやすくなっていることがあります。そんなつもりは

なくても、一気に深いところまで入りこんでしまい、しか

も岸に上がれない場合があるのです。

　さらに、川はプールとはちがって、とつぜん流れや水温

が変わるところがあります。深みには冷たい水がたまって

いて、体の調子をくるわせてしまうかも知れません。

水をなめてはいけない

　川は、どんなにおだやかに見えたとしても、自然なのです。

公園や舗装された道路ではないのです。

　自然の中では、「自分の身は自分で守る」というルール

があります。川に入る時も、「これから、死ぬかも知れな

い場所に入るのだ」と気を引きしめて下さい。

　身を守るためには、川のことを知らなければなりません。

　川の危険と身の守り方を知っている人に、川のことをきち

んと教えてもらいましょう。（→ エールセンター ｐ239）

自分で自分を守る … 自己責任

四十年過ぎても忘れられない悲しみ … 水難事故の記憶

　かつての十勝川（今の旧利別川～礼文内川）近くの北栄

（豊頃町）に暮らしていた小笠原信一さんによる、水難事

故の記憶です。

　「学校などにもプールのない時代ですから、水泳という

ときまって川泳ぎです。浅いと思って泳げば急に三メート

ルも深くなったり、夏浅いところが温泉になっているが、

深い部分は冷たいものです。心臓マヒの原因にもなります。

　昭和三十年頃でしょうか、礼文内小学校で先生が生徒を

引率して水泳に来て、ロープを張りこの中で泳ぐよう注意

していたところ、いつも水泳には自信のある子供が制限区

域を越えて水難事故にあい、学校側も責任上大変でしたが、

それ以後も三件ほどありました。

　川は子供たちにとって、楽しい遊び場でもありました。

しかし、危険がいつでもつきまとっておりました。（豊頃よ

もやま話作品集 あかだも『旧十勝川の水の流れに想いをよ

せて』より）」

　自分のお子さんを川で亡くされた、育素多（豊頃町）の

村上五作さんは、次のように書いています。

　「私宅でも、長男を川で亡くしました。四十年過ぎた今

でも、あの時の悲しみは、忘れる事が出来ません。思い出

したくない出来ごとですが、いつも思い出します。このよ

うなことは、私の覚えて居るだけで十指にも余る件数で、

これにつながる父母の嘆きが聞えてくるようです｡（豊頃よ

もやま話作品集 あかだも『曲がっていた川』より)」
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（漢字・送りがななどは原文のまま）
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※１　うき石（うきいし・浮き石）：水中のグラグラした石。すきまができる。

② 魚を釣ろう！
　魚を釣ることが、何といっても一番簡単で楽しい川と

のつきあい方でしょう。

　魚を釣るためには、まず魚のいそうなところ（ポイン

ト）を確かめて、その近くに釣り針とエサをたらすこと

が大切です。

　魚は、石や水草、あるいはおおいかぶさった木や岸な

どのかげにいることが多いようです。

　また、道具をそろえる釣りもいいですが、釣り針と釣

り糸、それにおもりがあれば、あとは川辺の草むらにあ

る「道具」を使って釣ることもできます。

　あるいは、水草にかくれている小さな魚は、タモ網で

つかまえることもできます。

　ただし、楽しさに夢中になって川のおそろしさを忘れ

ないように。（→ｐ221）

第５章　発展、今、そして未来へ － ３．川とのつきあい方

川の中にある石をひっくり返すと、虫がいる。 エルモンヒラタカゲロウ。

ヒゲナガカワトビケラ。

イタドリのサオで釣り。魚がヒット！

　多くの川魚は、水の中の虫や水に落ちてき

た虫を食べています。ですから、釣るところ

にいる虫を使えば、とてもいいエサになりま

す。

　浅いところに入って、石をいくつかひっく

り返してみましょう。チョロチョロとにげま

わるカゲロウの幼虫や、砂つぶなどで巣を作

っているトビケラの幼虫がいます。これらの

虫を釣り針にさして、エサにしましょう。

エサは釣るところで見つける

　エサを見つけたら、サオも探しましょう。

　イタドリという草を知っていますか？　背が高く、葉っ

ぱが大きな草なのですが、かれたクキはじょうぶで、つえ

になるくらいです。

　これをサオにすることができるのです。

　短い糸のついた釣り針と釣り糸とおもりは用意しましょ

う。糸のはしにチチワをつくります。釣り針を釣り糸につ

なげ、釣り糸をイタドリのクキの先につけます。（223ページ）

　次に、かれたヨモギのクキを 10㎝くらいに切って、糸

をはさみこめば、ウキや目印になります。（223 ページ）

　さあ、ハリにエサをつけて、水の中にたらしましょう。

　あまり大物は、釣り上げられませんが、20㎝くらいのウ

グイならだいじょうぶです。

かれたイタドリをサオにして

魚のいるポイントの例。岸がえぐれて、上から草や木の枝がはり出したとこ

ろ、うき石（※１）の下、流木などのものかげ、水草の中。

大きな石の

下流側も。

水の流れ
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　ウキやみゃく釣り用の目印にも、自然のものが使えます。ヨ

モギのクキをおりとって釣り糸をはさみこめば、りっぱなウキ

となります。　

ヨモギのクキのウキ（目印）

※２　みゃく釣り（みゃくづり・脈釣り）：ウキを使わないで、サオから手に伝わってくる

感覚や、釣り糸につけた目印の動きなどでアタリをとる釣り方。

② 魚を釣ろう！

チョウチン釣り。木の枝の下は、かくれられる上に、虫や葉っぱが落

ちてくるので、エサも多くある。

のぞき釣り。魚に用心させないことが大切。夢中になって転んだり流

されたりしないように。

アドバイス：倉田亜以土氏（(有) ベイトソン）

（上）おったヨモギのクキのスジに

釣り糸をはさみこむ。

（左）かれたヨモギ。

石下釣り。カジカはきれいな水で浅い流れの石の下にいる。エサを

上流側から、そっと流しこむ。

① 糸をおり返す。
④ 引っぱる。

⑤ チチワの完成。

⑥ チチワでつなぐ。

② 輪を作ってからめて…

③ 先を輪に通す。

　木の枝が川岸から水面にかぶさっているところは、魚が

いるポイントですが、釣り針を投げ入れるのがむずかしい

場所です。

　チョウチン釣りは、釣り糸の長さを短くして、こうした

枝かげの魚を釣る方法です。釣り上げるのが難しいのです

が、釣れたとき、とてもうれしい釣り方です。

　水中めがねがあったら、のぞき釣りをしましょう。

　短めのサオを持って水の中に入り、顔を水の中につけて

魚のようすを見ながら釣る方法です。魚がエサに食いつく

ところが見られると、なかなか興奮します。

　川底にある石の下にかくれている、カジカなどの魚を釣

る時には石下釣りをします。

　木の枝に30㎝くらいの釣り糸をつけたしかけを使います。

枝先ごと水の中に入れ、川底にうまっていない石（うき石)

の下にエサを流し入れるのです。

チョウチン釣り・石下釣り・のぞき釣り

チチワ結びとつなぎ方

もう少し細かいこと

水の流れ

え だ

え だ

え だ さ き ※１

え だ つ

つ

つ

こ う ふ ん

い し し た   づ

つ　　     い と

つ つ か た

つ むずかあ

つ　　     ば り

つ　　     い とづ

づ

づ

づ

つ い と

むちゅう

い し し た づ

え だ

づ づい し   し た    づ

づ

つ い と

※２
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十勝川、すずらん大橋下流のパークゴルフ場（帯広市）。

（上）十勝川、十勝大橋下流の親水公園（帯広市）。小さな子どもで

も遊べる水路がつくってある。

（左）同じ場所。遠足にやってきた子どもたち。

札内川の河川敷へ来て、水遊びや焼

き肉などピクニックを楽しむ人たち。

　河川敷とは、堤防と堤防の間にある平地のことです。

　この場所は、洪水の時には増えた水を流す場所で、ふだ

ん水はなくても、川の一部なのです。（→ｐ211）

　そのため、かつて河川敷には、できるだけ人を入れない

ようにしていました。

　しかし、川はただ水が流れるだけではなく、近くに住む

人たちにとって、いこいの場所であり、広場でもあります。

そのため､「川狩り」といった文化もできてきたのです。

　そこで今では、河川敷を整備し、だれもが楽しく使える

場所とするようになってきました。

だれもが川を楽しめるように

　公園として芝生広場がつくられ、簡単な遊具が置かれ

ているところもあります。

　また、広い河川敷があるところでは川も広く、小さな

子どもたちは水遊びができません。そこで、水をくみ上

げて浅くてゆるやかな流れをつくり出し、安全に水遊び

を楽しめるようにし

た河川敷公園もあり

ます。

　親子連れの散歩や

学校の遠足などで、

利用されます。

散歩したり、水遊びしたり

※１　楽しく使える（たのしくつかえる）：もちろん、川や水のおそろしさを理解して、自

分の身を守ることが重要である。とくに、川の水が増えた時や洪水になった時には、絶

対に河川敷へ近づいてはいけない。

③ 楽しむための河川敷
　全国各地にさまざまな「川狩り」があり、地域でおこ

なう川のそうじであったり、神事であったりもします。

　十勝における川狩りとは、河原でおこなう炊事遠足の

一種です。かつて、子ども同士で、あるいは学校や子供

会で、なべと食材を持って河原へ行き、川で水をくんで

炊事し、あるいは魚を釣って焼き、一日を楽しむ行事が

あったのです。

　今でも、夏になれば河原に出かけ、焼き肉をして水遊

びなどをする人たちがたくさんいます。こうしたバーベ

キューピクニックも、広い意味での川狩りに入るでしょ

う。

　十勝には、昔から河原で楽しむ文化があったのです。

第５章　発展、今、そして未来へ － ３．川とのつきあい方
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　河川敷には、野球やサッカー、ラグビーなど、広い場所を使

うスポーツのグラウンドがたくさんあります。

　初夏から秋にかけて、小学生からおとなまで、さまざまな年

代の大会が開かれ、熱い戦いがくり広げられます。

　また、パークゴルフ場も各市町村の河川敷にあります。

　あるいは、夏にはマラソンやサイクリング、冬にはクロスカ

ントリースキーなどといった、一人でできるスポーツをしにや

って来る人たちもたくさんいます。

（お問い合わせは各市町村の教育委員会まで）

スポーツグラウンドとしての河川敷

※２　水辺の楽校（みずべのがっこう）：十勝にある水辺の楽校は、上に書いてあるほかに、

十勝川（清水町）、帯広川（帯広市）、柏林台川（帯広市）、ウツベツ川（帯広市）、伏古

別川（帯広市）、売買川（帯広市）、利別川（池田町）にある。

③ 楽しむための河川敷

十勝川などでおこなわれる花火大会。

河川敷のゴミを拾って川をき

れいにしようという 「クリーン

ウォークとかち in 札内川」。

札内川札内橋上流にあるスポーツグラウンド（幕別町）。サッカー、

野球、ラグビーなど、さまざまなスポーツを楽しめる。

　たくさんの人を集めておこなわれるイベントのためにも、

河川敷は利用されています。

　とくに、夏をいろどる花火大会は、十勝川や利別川など、

毎年何カ所かの河川敷でおこなわれています。

　あるいは、川をきれいにしようと、ボランティアでゴミ

拾いをするイベントも行われます。楽しむだけでなく、川

をより良くしていこうという人たちの思いと力が、河川敷

に集まります。

イベント広場として

札内川の光南地区水辺の楽校（帯広市）。 札内川の大正地区水辺の楽校（帯広市）。

　できるだけ自然を生かしながら、安全に

川に近づけるように整備されたところもあ

ります。

　「水辺の楽校」では、川と親しみ、川で

楽しむ中で、川のことや自然のことを学ん

でもらおうと、遊歩道や階段などが整備さ

れています。

　十勝では、札内川の光南と大正（帯広市 )､

音更川（音更町）、途別川（幕別町）など、

10の川に 11ヵ所あります。

楽しく川を学ぶ、水辺の楽校

か   せ ん し き

か   せ ん し き

か   せ ん し き

せ い   び

み ず   べ が っ こ う

ゆ う  ほ   ど う

さ つ な い が わ

お と ふ けちょう と   べ つ が わ

※２
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ラフティングボート（十勝川中流部）。

カヤック。 Ｅボート（※２）。

（上）十勝川イカダ下り。

（左）「カッパの川流れ」。（野外学習のひとコマ）

「カヌーレース札内川大会」のようす。カナディアンカヌー。

　丸木舟（チプ：→ｐ128）があるといいのですが、今では太く長

い木が少なくなり、切ることがもったいなくなってしまいました。

　カナディアンカヌーは、丸木舟の感じに近いものです。あわて

ず、ゆっくりこぐのにも向いています。

　また、カヤックの多くは一人乗りで、バランスを取るのがむず

かしいかわりに、小回りがきき、うまく

なれば急流でも乗ることができます。

　ラフティングボートやＥボートはじょ

うぶなゴムなどでできていて、何人も乗

ることができます。

いろいろなボート

　夏になると、十勝川や利別川などで「イカダ下り」のイ

ベントがおこなわれます。

　参加者それぞれが、古タイヤのチューブや大きめのポリ

容器などをうきにしてつくったイカダに、さまざまなかざ

りつけをして川に乗り出しています。

　イカダやボートがなくても、ライフジャケットをつけて、

そのまま川の流れに乗る「カッ

パの川流れ」ができます。

　どの体験にしても、ライフジ

ャケットを正しくつけておこな

い、川をよく知っているおとな

の人とおこないましょう。

（→ エールセンター ｐ239）

イカダ下りや「川流れ」

※１　カヌーとカヤック：カヌーは丸木舟（まるきぶね）のような小舟（こぶね）。カヤックも

広い意味でのカヌーだが、カヌー（カナディアン）はシングルパドル（ブレードが片方だ

け）でこぐ舟、カヤックはダブルパドル（両方にブレードがついている）でこぐ舟である。

※２　Eボート（イーボート）：10人乗りの手こぎボート。「Ｅ」には交流（Exchange）、 環

境（Environment）、エコライフ（Eco-life）、入門・入り口（Entrance）、簡単（Easy）、

楽しく（Enjoy)、だれでも（Everybody）、体験（Experience）、教育（Education）、緊急

④ 流れに乗って … カヌーなど
　カヌーやイカダなどに乗って、川の流れを体感してみ

ませんか？

　明治以前には、川は大切な「道」でした。さまざまな

川舟が、川を行き来していました。流れに乗ると、その

ころの気分やふんいきを味わえます。（→ｐ128・ｐ175）

　また、川から見る風景は、ふだん知っているものとは

まるでちがっています。きっと、いろいろな発見がある

はずです。

　ただし、川には危険も多くあり、最悪の時は死んでし

まうかも知れません。必ず、技術やルールなどを知った

人の指導を受けておこなうようにしてください。

第５章　発展、今、そして未来へ － ３．川とのつきあい方

楽しさの中で川を知る　　　　　　　　 

※２

め い   じ

か わ ふ ね

き   け ん

ぎ  じゅつ

し   ど う

ま る   き   ぶ ね

イー

ま る   き   ぶ ね

と し べ つ が わ

よ う   き

さつないがわたいかい

イー

※３

※１

※１
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時（Emergency）、という意味があるという。（『Ｅボートオフィシャルサイト』より）

※３　ライフジャケットを正しくつけて：ライフジャケットを正しくつけない場合、口や鼻

が水面より下になってしまうなど、安全にうかぶことができなくなることがある。

※４　川の危険と指導者（かわのきけんとしどうしゃ）：水に入る活動の時は、場所、深さ、流れ、

あるいは底の状況などを事前に確認の上、はだしをさけ、ぬげにくくすべりにくいはき

物をはく。また、ぬれることを想定して着がえなども用意しておく。

第５章　発展、今、そして未来へ － ３．川とのつきあい方

イラスト：伊藤 由紀子 氏

楽しさの中で川を知る　　　　　　　　 楽しさの中で川を知る　　　　　　　　 楽しさの中で川を知る … 川の遊び

　昔から、子どもたちは遊びの中で川のことを知り、自然の豊かさやおそろしさ、それに対する心構えを学

んできました。川での体験は、変化へ対応する力を養うことにもつながります。

　ただし、川には危険も多いので、指導者などおとなが事前に確かめた上で、いっしょに行動しましょう。

水切り（石投げ）

水面すれすれに石を投げ、できるだけたくさんはねさ

せる遊びです。なぜはねるのか？　はねない時もある

けれどそのちがいは何か？　考えるとけっこう難しい

ですね。

タンポポ水車（フキでもできる）

タンポポのクキを切り取り、両はじに切れこみを入れ

ます。水につけると切れこんだ所がそり返るので、ク

キの穴に細いじく（マツ葉など）を通して弱い流れに

そっとふれさせます。フキだとがっしりした水車がで

きます。細い枝を通し、Ｙ字の枝でじく受けにします。

石のダム

大きめの石で浅せの流れをせき止めます。ただそれだ

けなのですが、しっかりしたものや大きなものはかな

り技術がいります。バリエーションとして橋や池づく

りもあります。

小さな入り江をつくって、ウグイの子どもなど小さな

魚を追いこんでみたらどうでしょう。

草　舟

ふつうはササの葉で作りますが、河原にはなかなか見

あたりません。少し葉が細くて作りにくいですが、ヨ

シやススキの葉を使ってみましょう。

必要なもの　とくにないが、ササの葉を用意してもいい

ゆ た こころがま

たい おう

き  け ん し   どう しゃ

むずか

え だ

ぎ じゅつ

か  わ  ら

く さ ぶ ね

い え

え だワ イ  じ

た し ※４
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下頃辺川（浦幌町）では、洪水が流れやすいまっすぐな水路の中に、

ふだんは曲がって流れるような水路がつくられた。

十勝大橋付近の十勝川。今では周りに住宅地が広がっているが、かつて

はほとんどが森や草原、湿地であり、十勝川の流れもたびたび変わった。

（上）十日川下流（池田町）の

岸は、ヤナギの枝を使って守

られているので、水ぎわにヤ

ナギの木が生えている（※２）。

（右） 十勝川の堤防に木

の苗を植えているところ。

「治水の杜」といって、水

害を防ぐ意味がある。

　林にはある程度の広さが必要です。しかし、平地のほ

とんどは人が利用しています。「帯広の森」などはあり

ますが、平地に林を増やすのは、なかなかむずかしいこ

とです。

　また、林と林がはなれている時、鳥などは飛んでいけ

ますが、地上を歩く動物は遠くまで移動することがなか

なかできません。

　その点、河川敷はかなりの広さを持ち、しかも、川に

そって長くつなげられます。さらに、水面に木の枝葉が

かぶさったところは、魚が好む場所です。（→ｐ222）

　川ぞいに林があることは、いろいろな生き物のすみか

が増えることになるのです。

川に林を

　確かに、川がまっすぐに近い方が、洪水を流しやすくな

ります。（→ｐ190）

　しかし、曲がった川にはいろいろな速さの流れができ、

深さにも変化ができます。そうすると、さまざまな魚や虫

などがすむようになります。（→ｐ217）

　魚や虫がすめば、それを食べる動物や鳥たちもやって来

るかも知れません。

　そこで、洪水の時にはよく流れるけれど、ふだんはある

程度流れに変化があるように、そして、水辺の豊かな生態

系がよみがえり、守られるように努めて整備された川もあ

ります。

川に変化を

※１　河川敷はかなりの広さ（かせんしきはかなりのひろさ）：ただし、公園、畑などに利

用されているところもある。

※２　ヤナギの枝（ヤナギのえだ）：ヤナギの小枝は 30㎝くらいに切っても、土にうめてお

くと芽が出て木が育つ。成長が早く、しめったところで育つので、昔から岸を守るため

に利用されてきた。

⑤ 自然を残す場所として
　開拓が進み、農耕地や住宅地などが開発されていくう

ちに、平野を広くおおっていた森は消えていきました。

　また、曲がりくねっていた川のほとんどが、スムーズ

な水路に直されていきました。

　食べるため、生きるため、暮らしを守るために必要な

ことでした。

　しかし、少しゆとりができてまわりを見回すと、身近

にあった林や小川がなくなり、昔はあたりまえにいた生

き物も、目にすることができなくなっていました。

　洪水になっても水を流せる川も大切ですが、自然が残

り、いろいろな生き物たちがいる場所としての川も、求

められるようになってきました。

第５章　発展、今、そして未来へ － ３．川とのつきあい方

ヤナギの枝ヤナギの枝ヤナギの枝

流れ →流れ →流れ →

帯広市街帯広市街

音更町木野市街音更町木野市街

帯広市街

音更町木野市街

く
い
く
い
く
い

十日川
→

十日川
→

十日川
→

十
勝
川
↓

十
勝
川
↓

十
勝
川
↓

か い た く の う こ う   ち じゅうたく  ち

く

こ う ず い

て い   ど

お び ひ ろ も り

ふ

い   ど う

か   せ ん し き ※１

え だ   は

た し こ う ず い

こ う ず い

て い   ど み ず   べ

せ い   び

ゆ た せ い た い

け い※３

ふ

と か ち お お は し

お び ひ ろお び ひ ろ し が いし が いお び ひ ろ し が い

き のき のおとふけちょうおとふけちょう し が いし が いき のおとふけちょう し が い

と お か が わ

し た こ ろ べ が わ うらほろちょう こ う ず い

ていぼう

ち す い

な え

も り す い

が い ふ せ

え だ

え だえ だえ だ

いけ だ ち ょ う

じ ゅ う た く ち

し っ ち
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　川に少しの変化をつけるだけだと、とくに大きな魚は、な

かなか増えません。そんな場合、人の手で卵をかえして子ど

もの魚を育て、川に放流する必要があります。

　サケについては、明治時代のなかばころから漁業のために

人工的なふ化・放流が行われてきました。（→ｐ174・ｐ236）

　最近、とても少なくなり「幻の魚」といわれるイトウを増

やそうと、卵をとり、ふ化させて育てることにチャレンジし

ている人たちがいます。

　また、サケやシシャモが自然の中で卵を産む場所であり、

新しい子どもがふ化するための場所である「産卵床」を増や

せないか、という取り組みもおこなわれています。

魚を増やし、産卵場所を増やす

※３　生態系（せいたいけい）：ある決まったの区域（くいき）にいるいろいろな生き物と

生き物、さらにそれを取りまく環境（かんきょう：水・土・温度・日光など）が、つな

がりまとまっているようす。

⑤ 自然を残す場所として

（上）堤防づくりに使う土を取ったあとの河川敷にできた湿地。どんな

生き物がいるのか調べているところ。

ヤナギタウコギ。 湿地

に生える草。絶めつの

危険性が高い。

札内川で産卵行動をするサケ。

デントコーン畑でエサを探すマガン。

　十勝各地にあった湿地は、水はけをよくすることで、大

きく減り、農地や住宅地へと変わっていきました。

　その分、湿地に育つ植物や動物、鳥などの生き物が急速

に減っていきました。（→ｐ216）

　そこで、生き物のために、

新しく人の手で湿地をつく

ることができないかと、河

川敷などで工夫された場所

もあります。

川に湿地を

　自然が豊かで、身近にいろいろな生き物がたくさんいる

ことは、いいことだといえるでしょう。

　しかし、自然が豊かな川になると、問題も起きてきます。

　例えば、川ぞいに木が増えすぎると、洪水が流れにくく

なります。今でも、大雨が降れば洪水は起き、洪水がスム

ーズに流れなければ暮らしの場に水があふれ、水害が起き

るのです。また、洪水の時に木が流されると、海で魚をと

る網をダメにしてしまうことがあります。

　湿地をつくるということは、その周りの水はけが悪くな

ることにつながるかも知れません。農地や住宅地の水はけ

が悪くなっては困ります。また、生き物がふえれば、畑の

作物をあらす動物も出てきます。

　とくに農業や漁業など自然と向かい合う仕事では、自然

から大きな迷惑や被害を受ける場合があるのです。

　自然を豊かにするときには、そのマイナス面があること

を忘れてはいけません｡

　その上で、どういう

方法が問題が少なく、

公平な解決法なのかを､

いろいろな立場に立っ

て考えなければならな

いのです。

まだまだ問題も多い … 豊かな自然から迷惑をかけられることもある

ヤナギの枝

流れ →

帯広市街

音更町木野市街

く
い

十日川
→

十
勝
川
↓

し っ   ち

し っ   ち

たまご

たまご

たまご

ほうりゅう

ほうりゅう

まぼろし

か

か

か ふ

ふ

さ ん ら んしょう

め い   じ    じ   だ い

ふ

せ ん し き く   ふ う

か

し っ   ち

へ

へ

じゅうたく  ち

お び ひ ろ し が い

き のおとふけちょう し が い

し っ ち

き け ん せ い

ぜ つ ていぼう か せ ん し き し っ ち

さ が

さつないがわ さ ん ら ん こ う ど う

え だ

し っ    ち

さ ん  ら ん     ば    し ょふ ふ

ゆ た

ゆ た

ゆ た

めい わく ひ  が い

ふ こう ずい

こう ずい

すい がいく

し っ  ち

じゅうたくち

こ ま

あ み

こう ずい わ す

こう へい かい けつ ほう

こう ずい

ふ

ゆ た め い  わ く
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① 川を歌おう！ … 川の入った校歌

４．川とかかわる文化

　学校の校歌は、子どもたちの努力と成長への願いを

こめた歌です。その願いのシンボルとして、よく山や

川など地域の自然が歌われます。

　十勝の学校の校歌の中には、近くを流れる川が歌詞

に入っているものがたくさんあります。

　川の持つ、清さ・たゆまない流れ・せせらぎの音が、

心の美しさや努力を続けること、はげましの声などの

イメージとして歌われているのです。

　みなさんの学校の校歌はどうでしょうか？

　川の名前が入った校歌の中から、いくつかを紹介し

ます。

ここで紹介した校歌に出てくる川。

十勝川（上流部のシイ十勝川）十勝川（上流部のシイ十勝川） 士幌川士幌川

札内川札内川 戸蔦別川戸蔦別川

十勝川（上流部のシイ十勝川） 士幌川

札内川 戸蔦別川

第５章　発展、今、そして未来へ － ４．川とかかわる文化

清水町立御影小学校。

作詩：佐々木 円太　作曲：佐藤 霜月

１．（省略）

２．清き流れの十勝川

　　つきぬ流れをながめつつ

　　真剣努力をめじるしに

　　いざやみがかん我が知識

（以下省略）

御影小学校の校歌

作詩・作曲：加納 利雄

１ ～ ２．（省略）

３．士幌川夕日にはえて

　　今日もまたよどまぬ流れ

　　わざをつみかしこくなれと

　　かなでるよせせらぎの音

　　ふるさとよ東士幌東士幌の

　　まなびやにあれ

　　美しく星もまたたくよ

東士幌小学校の校歌

作詩：早川 義英　作曲：斉藤 安幹

１．札内川の水清く

　　柏のみどり薫とこ

　　父祖の使命を受けて立つ

　　ああ伝統の愛国校

（以下省略）

愛国小学校の校歌

川合大橋

利
別
川
↓

十
勝
川
↓

池田小・
利別小・ ・池田中

役
場

い
け
だ

　　ヒット曲の歌詞になった （?） 「もぐり橋」

ち   い き

か      し

しょうかい

し ん け ん

ち   し きわ

しょうりゃく

しょうりゃく

し   ほ ろ が わ

ひがし し   ほ ろひがし し   ほ ろ

しょうりゃく

しょうりゃく

さ つ な い が わ

かしわ

ふ      そ し   め い

で ん と う あ い こ く こ う

かおる

さつないがわさつないがわさつないがわ とったべつがわとったべつがわとったべつがわ

し ほ ろ がわし ほ ろ がわし ほ ろ がわ

しょうかい

しみずちょ う りつ み か げしょ うがっこ う

み    か げ  しょう   が っ   こ う

ひがし    し     ほ ろ  しょう   が っ   こ う

あ い  こ く    しょう   が っ   こ う
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38

池田町

幕別町

十勝川（上流部のシイ十勝川） 士幌川

札内川 戸蔦別川

利別川の水が増え、川の水に「もぐって」いる川合橋。

（写真：『十勝川写真で綴る変遷』より）

かつて川合橋があり、今、川合大橋

があるところ。池田町字川合。

校歌の歌詞の掲載については、各学校から許可をいただいています。

① 川を歌おう！…川の入った校歌

作詩：尾沢 彰　作曲：景山 斎

１．（省略）

２．もみじや花を浮かばせて

　　流れも清き十勝川

　　果てなく続く樹の海に

　　小鳥や鹿を友として

　　われらは強く育ちたり

（以下省略）

富村牛小中学校の校歌

作詩：石谷 広保　作曲：景山 斉

１．（省略）

２．しぶき玉散る戸蔦別川の

　　流れは清くたゆみなく

　　みんな仲良く肩組んで

　　学びの技を励みゆく

　　知性溢れる広野校

（以下省略）

広野小学校の校歌

　昭和31年（1956）に、利別川の新水路にかけられた川

合橋（池田町）は、堤防と堤防の間ではなくて、河川敷

と河川敷の間にかけられました（今はもうありません) 。

　そのため、大雨が降って川の水が増えると、水の下に

もぐります。このことから、地元の人には「もぐり橋」

と呼ばれていました。（→ｐ206）

　平成４年（1992) ､「晴れたらいいね」という歌が発表

され、ＮＨＫ朝のテレビ小説「ひらり」の主題歌にもな

りました。

　この歌には「雨が降ると川に沈む橋」という意味の歌

詞があります。(実際の歌詞は少しちがいます)

　この歌を作った吉田美和さんは池田町に生まれ、育ち

ました。

　「晴れたらいいね」は、吉田さんが子どものころに体

験したことをベースにイメージをふくらませて作詞した

ものだといわれています。

　「川に沈む橋」は、｢もぐり橋｣（川合橋）のイメージ

がもとになっているのかも知れません｡

取りこわされる前の「もぐり橋」と川合小学校の児童や父母・教師ら。

左後ろが今の川合大橋。

川合大橋川合大橋川合大橋

利
別
川
↓

利
別
川
↓

利
別
川
↓

十
勝
川
↓

十
勝
川
↓

十
勝
川
↓

としべつ

池田小・池田小・
利別小・利別小・ ・池田中・池田中

役
場
役
場

い
け
だ

い
け
だ

池田小・
利別小・ ・池田中

役
場

い
け
だ

　　　　ヒット曲の歌詞になった （?）ヒット曲の歌詞になった （?） 「もぐり橋」 「もぐり橋」　　ヒット曲の歌詞になった （?） 「もぐり橋」
さつないがわ とったべつがわ

し ほ ろ がわ

ば し き ょ う し

か わ い お お は し

か わ い お お は し

いけだちょ う あ ざ か わ い

か わ い ば し

か わ い ば しとしべつがわ ふ かわい し ょ う が っ こ う

しょうりゃく

しょうりゃく

し か

は き

う

と     む ら   う し   しょう  ちゅう  が っ   こ う

しょうりゃく

しょうりゃく

た ま   ち

か た   く

わ ざ は げ

ち   せ い あ ふ ひ ろ   の   こ う

と っ た べ つ

ひ ろ   の     しょう   が っ   こ う

とし べつ がわ しん すい   ろ か わ

い  ば し い け だ ちょう てい ぼう てい ぼう か  せ ん しき

か  せ ん しき

ふ

し ず

し ず ば し か わ い  ば し

か

よ し  だ    み   わ い け だ ちょう

さ く  し

し か　 し

ふ

ば し

エヌエイチケイ

よ

ば  し
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「人間の土地（全８巻）」と「上西晴次短編全集ポロヌイ峠」。

（上）吉屋信子文学碑。池田町

の清見ヶ丘公園にある。

（右）吉屋信子文学碑の位

置。池田町字清見ヶ丘。

（上）音更神社は「火山灰地」の素材地であり、

境内にそれを示す標識が建っている。

（右）音更神社の位置。音更町元町。

　中札内村の開拓者を父母に持ち、自分も農民であった吉田

十四雄の「人間の土地（全８巻）」（農山漁村文化協会）では、

移住から始まる十勝農民のすがたが描かれています。おりに

ふれ、札内川やヌップクノップク川、戸蔦別川などの川が登

場します。

　また、上西晴治（浦幌町出身）の小説は、開拓が進む中で

近代化からはじき出されたアイヌ民族のすがたを、きびしく、

きたなくもある現実を見すえながら描いています。「上西晴

治短編全集 ポロヌイ峠｣（風濤社）の作品の多くには、十勝

川とその周りに生きる人々のすがたが描かれています。

十勝出身の小説家の作品

　吉屋信子は、大正８年（1919)、兄の招きで池田町にやって

きて、およそ１年滞在しました。そしてこの場所で、農場の小

作人たちの生活などをもとにした「地の果まで｣（『吉屋信子全

集２』〔朝日新聞社〕に収録）を書き上げ、大阪朝日新聞の懸

賞小説に応募、当選を果たしました。

　これによって、信子は本格的な小説家への道を歩み始めまし

た。池田町の清見ヶ丘公園には文学碑が建てられています。

　梶山季之の「赤いダイヤ」（バンローリング）、瀬戸内晴美の

「妻たち」（新潮社）などには十勝川温泉が登場し、十勝川の描

写も見られます。

　米村晃太郎の「サイロ物語｣（作品社）には、十勝川の古いア

イヌ語名である「シアンルル」からイメージしたと思われる、

「シャンルル河」が登場します。

十勝が登場する小説

※１　戯曲（ぎきょく）：劇の上演のために書かれた、せりふ、装置、演出上の注意などを

記したもの。または、その形で書かれた文学作品。

※２　小作人（こさくにん）：小作人は、地主から土地を借りて耕し、土地に割り当てられ

た小作料を払う。（→ｐ166）

② 十勝が描かれた文学
　十勝の大地と向かいあう人々のすがたは、いくつもの

ドラマをつくり出し、それは小説などの文学となりまし

た。十勝の作家がつくり出したものもあれば、十勝以外

の作家が十勝を描いたものもあります。

　あるいは、十勝を訪れた作家たちが、それぞれの視点

から十勝について書き残してもいます。

　久保栄の戯曲「火山灰地」（新宿書房）などのように､

必ずしも川が描かれるとは限りませんが、題材とされた

十勝のすがたの背景には、美しく、おそろしい自然とし

ての川があり、また、食べ物や仕事、交通など人間の生

活と深くかかわりを持つ存在としての川がありました。

　十勝について描かれた文学の一部を紹介します。（子

ども向けに書かれたものではありません）（敬称略）

第５章　発展、今、そして未来へ － ４．川とかかわる文化
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※３　関寛・関寛斎（せきゆたか・せきかんさい：1930-1912）：今の千葉県の生まれ、の

ちに徳島の医師となる。明治 35年（1902）、72歳の時、財産を整理して開拓資金とし、

陸別町斗満（とまむ）に入地した。寛斎は作家としての名前。

※４　記録も文学（きろくもぶんがく）：幕末の探検家、松浦武四郎（まつうらたけしろう：

→ｐ142）の記録（『戊午東西蝦夷山川地理取調日誌』〔秋葉実 解読、北海道出版企画セ

ンター〕など）にはあたたかみやユーモアがあり、すぐれたエッセーともなっている。

　明治16年（1883）に帯広に入植した晩成社の幹部たちは、そ

れぞれが日記などを残し、貴重な記録となっています。

　例えば、｢鈴木銃太郎日記｣（田所武 編著､柏李庵書房）には、

日々の暮らしがスッキリとリズミカルに描かれています（少し

読みづらいですが) 。

　また、同じく田所武の「拓聖依田勉三傳｣ (拓聖依田勉三刊行

会）には、晩成社の人々の手記や日記がのせられています。

　昭和11年（1936)、野塚原野（広尾町）に入植した坂本直行

は、登山家でも画家でもありました。彼は、開拓の記録をした

「開墾の記｣（長崎書店）を書いています。

　その他、この本でも引用している「池田町開拓夜話｣（池田

町史編纂委員会）や「豊頃よもやま話作品集 あかだも｣（豊頃

町豊寿大学文学科) 、あるいは「ふるさとの語り部｣（帯広百年

記念館）など、古老の話などをまとめた記録もあります。

記録も文学となる

② 十勝が描かれた文学

（上）長節湖畔（豊頃町）にある佐藤春

夫の歌碑。後ろの水面が長節湖。

（右）佐藤春夫の歌碑

の位置。豊頃町長節。

「鈴木銃太郎日記」と「池田町開拓夜話」。

　明治から昭和にかけての小説家・詩人である佐藤春夫は、

明治41年（1908)、中学生の時、幕別町におよそ２ヶ月滞

在しています。また、昭和38年（1963）には、豊頃町の弟

宅に泊っています。これらのことは、｢わが北海道｣（新潮

社）に記されています。

　長節湖畔（豊頃町）には、佐藤春夫の歌碑が建てられて

います。

　小説家徳富蘆花は、明治43年(1910)、関寛（関寛斎）に

招かれ陸別にやってきています。その時のことが「みみず

のたはこと｣（新橋堂・のちに岩波文庫）に記されていま

す。斗満川についての記述も見られます。

十勝を訪れた作家たち

帯広市図書館２階にある「中城ふみ子資料室」。さまざ

まな角度からの展示がある。

（上）時田則雄と中城ふみ子の

歌集。

　戦後、豊頃に入植した俳人、細谷源二は、

十勝の農村と生活を描いた句集「砂金帯」

（北方俳句人社）を出しています。

　時田則雄は帯広市別府町で農業を営みな

がら、十勝の風土に根づいた短歌を詠み続

け、歌集も出しています。

　十勝を代表する歌人である中城ふみ子の

短歌には、川を詠った作品はないようです

が、ぜひその歌にふれてみたい作家の一人

です。

俳句や短歌も
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勝
川
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大津漁港

歌碑歌碑歌碑

十
勝
川

豊頃町

浦幌町
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「山奥の川」　幕別町立札内東中学校３年 佐々木健人君の作品。

「払暁の札内川」　帯広市 諸戸隆幸さんの作品。

「十勝川をのぼるサケ」　帯広市立緑丘小学校２年 山中康暉君の作品。

「お魚いるかな？」　上士幌町立東居辺小学校５年 大平毎雪さんの作品。

作品は、平成18年（2006）におこなわれた「第14回 十勝の川

アートコンテスト」出展作品より。所属などは出展当時のもの。

※１　払暁（ふつぎょう）：夜明け。明け方。

③ 写真や絵の題材として
　川は、自然の中でも動きと変化に富み、また、橋など

の人工物とも組み合わせられ、よく写真や絵の題材とし

て選ばれます。

　近くを流れる小川にも、十勝川下流のような大河にも、

また、山おくを流れる渓流や滝にも、それぞれ個性があ

り、天気や時間、季節によってさまざまな表情が見られ

ます。

　あなたの見つけた川の表情を、写真や絵に表してみま

せんか？

　ここでは、十勝の川アートコンテストに寄せられた作

品を紹介します。

（「十勝の川アートコンテスト」についてのお問い合わせは、

帯広開発建設部 治水課　0155 - 24 - 4121〔内線 279〕まで）

第５章　発展、今、そして未来へ － ４．川とかかわる文化

と

た い   が

けいりゅう

しょうかい

おび ひろ かい はつ けん せつ  ぶ ち  す い  か

た き こ   せ い

ひょうじょう

ひょうじょう

やまお く

ふつぎょう※１ さ つないがわ
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第５章　発展、今、そして未来へ － ４．川とかかわる文化

流木で作られたプランター。道立十

勝エコロジーパーク（音更町）。

（写真：(財)十勝エコロジーパーク財団）

ある野外授業でおこなわれた、石のアートづくり（札内川・帯広市）。

流木から作り出された「アート」。決まったかたちがないものを組みあわせ

ることによって、イメージが広がる。

　「ちょっと芸術は…」という人でも、花が好きな人はいま

せんか？　もしそうなら、庭や部屋にかざる時、植木鉢やプ

ランターのかわりに流木を使ってみてはどうでしょうか？

　花も生き物です。流木ももとは生き物です。しかも、形は

変化に富んでいます。

　焼き物やプラスチックではなかなか出せない、

微妙かつだいたんな「味」があります。きっと、

花と合い、好みに合う形があるでしょう。

　何より世界に一つしかない、あなただけのプラ

ンターができるのです。　

花のプランターなどにも

　河原の石の多くは、もとは山の「体」です。はるか

昔に、地球の熱や圧力でつくられた石にはいろいろな

種類があります（→ｐ28）。

　さらに、こうした石が川の水に流されていくうちに、

けずられ、大小さまざまな形となっています。

　流木と同じように「アート」にしたり、かざりに使

ってみましょう。

　小石を拾い、小さな板とエポキシボンド、それに色

つきサインペン（水性顔料のもの）を用意すると、か

わいい立体絵画ができます。小石は、ウラが平らなも

のを選ぶといいようです。

河原の石で何ができる？

④ 流木や河原の石のアート
　流木は、川の流れに運ばれていくうちに、おれてけず

られていきます。木や枝の自然な形が変形し、力強くな

ったものからやわらかな感じになったものまで、ふしぎ

な魅力を持つようになります。

　確かに、パッと見ればゴミであり、場合によっては、

魚の網を破るなどとても迷惑なものでもあります。まあ、

たきぎにはなるけれど…という思いを持つ人が多いと思

います。

　しかし、ちょっと手に取って、ひっくり返しながら見

てみると、意外に美しいものです。何かの形に見えるも

のもあります。

　こうした流木を集めて、思い思いの形を作っていくこ

とは、アート（芸術）でもあるのです。

りゅうぼく

りゅうぼく
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6,000万尾

5,000万尾

4,000万尾

3,000万尾

2,000万尾

1,000万尾

かつて 明治33年
（1900）

昭和25年
（1950）

平成15年
（2003）

川をのぼるサケ（猿別川・幕別町）。

（上）サケ皮のくつ「チエプケリ」。

（左）アイヌ民族の伝統的な正

装をし、 「マレク」でサケをねら

う人（東泉園・上士幌町）。

（左上）千代田堰堤（十勝川）でつかまえられたサケ。（右上）サケの卵をとり

人工授精。（左下）卵を管理するふ化器。（右下）生まれ育ったサケの稚魚。

　川をのぼったサケでないと、ふ化できるほど卵が成熟しま

せん。そこでその分、漁師さんは海でとらずに川をのぼらせ

るようにしています。そして、サケがより多く生まれるよう

に、川をのぼるサケのほとんどが捕獲場でとられています。

　今でも自然の川で産卵・ふ化するサケはいます。しかし、

多くは人がふ化・放流をして増やしています。

　川をのぼってくるサケは、新たな命を産み出すためのサケ

なのです。だから、勝手にとることが禁じられています。

川をのぼるサケの役目

　伝統的なアイヌ文化では、川をのぼるサケは大切な食べ

ものである上、その皮でくつも作られました。（→ｐ125）

　アイヌの人たちはサケを取りつくさず、産卵のことと、

上流の人や動物たちのことを考えていました。（→ｐ135）

　開拓期には、禁止されてはいましたが多くの人たちが川

でサケをとり、田や畑が不作の年でも飢えをしのぐことが

できました（ただ漁業には困ったことでした）。（→ｐ173）

　縄文時代の遺跡では、川漁で使った網のおもりが見つか

っています（→ｐ93）。川をのぼるサケは、おそらくそれ

以前（２万４千年以上昔の旧石器時代：→ｐ72）から、海

でたくわえた栄養を内陸に住む人にあたえ続け、もっと前

から、そして今でも自然の川で産卵し続けています。

　今、川のサケをとることは絶対ダメですが、サケがもう

少し自然産卵できないか、考えている人たちがいます。

サケと十勝内陸との長く深いつきあい

※１　受精（じゅせい）：魚の場合、メスの卵にオスの精液（せいえき）をかけて、卵と精

子を合体させること。

※２　稚魚（ちぎょ）：魚の子どものうち、すべてのヒレのスジの数が、成魚と同じ数にな

ってから、ウロコができあがるまでの間のもの。ふ化してから稚魚になるまでを仔魚（し

ぎょ）という。サケでは、仔魚の間は栄養の入ったふくろ（臍嚢：さいのう）が腹にあり、

水底の石の間で過ごす。稚魚になるとうき上がり、自分でエサをとるようになる。

⑤ 十勝の川とサケ
　今、十勝の川に帰ってくるサケのほとんどは、漁師さ

んなど人の手により、ふ化場で生まれています。

　川をのぼってきたサケを捕獲し、卵を採って受精させ

てふ化させます。春になり、海水の温度がちょうどよく

なるころに、子どもの魚（稚魚）を川へ放流します。

　稚魚は海に降り、成長しながらベーリング海やアラス

カ湾まで行って大きく育ちます。帰ってきたサケは沿岸

の定置網などでとられ、わたしたちの食べ物になります。

こうした途中まで育てる漁業を「栽培漁業」といいます。

　明治時代からの長い努力によって技術が高くなり、一

時とても少なくなったサケが、たくさん帰ってくるよう

になりました。十勝の海でもたくさんとれ、今では、ふ

つうにわたしたちの食卓に上っています。（→ｐ174）

第５章　発展、今、そして未来へ － ４．川とかかわる文化

北海道にもどってきたサケの数。明治時代には大変少なくなった

が、ふ化技術が上がり、とても増えてきた。 左図の参考：「サケ・ＨＴＢまめ本60」　木村義一 著、北海道テレビ放送、1998

「北海道さけ・ます増殖事業協会のページ」　http://www.sake-masu.or.jp/
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小駄良川。吉田川に合流し、さらに長良川へ流れこむ。

水舟。観光用のもの。

水路と「いがわこみち」。水の中にコイが見える。

街中の水場で鉢植えの手入れをする人。

※３　動物たちのこと（どうぶつたちのこと）：動物が増えることで狩りのえものが多くなり、

自分たちの暮らしも助かることになる。

※４　苦肉の策（くにくのさく）：苦しまぎれに考え出した方法のこと。

第５章　発展、今、そして未来へ － ４．川とかかわる文化

北海道以外での川とのつきあい … 岐阜県郡上八幡

　岐阜県の郡上八幡は、長良川上流にある町（郡上市八

幡町）で、吉田川、小駄良川など三つの川が合流すると

ころにあります。

　背後まで山がせまる土地のため、川にせり出すように

３階建て、４階建ての家が建ちならんでいます。

　苦肉の策ではあったのですが、夏になると川風の入る

家は暑さをしのぐことができます。また、家から直接水

辺におりられるようになっていて、そこで洗い物やオト

リ鮎（アユ釣りに使う）の飼育がされるなど、川は日常

生活に深くとけこんでいるといいます。

　わき水や山水を引き、暮らしに利用するための「水舟｣

というものがあります。

　これは、引いた水を２つまたは３つの水そうに流すも

のです。最初の水そうでは飲み水をとったり食べ物を洗

ったりし、次の水そうで、よごれた食器などを洗います。

　食べかすなどのよごれは、そのまま下の池などに流れ

て、飼われているコイなど魚のエサとなります。こうし

て水はきれいになってから川に流れこむ仕組みなのです。

　観光用に設置されたものが、町のあちこちにあります。

　吉田川から住宅地に引かれた水路には、きれいな水が

豊かに流れ、コイなどの川魚が泳いでいます。

　水路ぞいに二人がやっとならべるくらいの小道があり

「いがわこみち」と名づけられています。

　水は民家の裏手を流れ、夏にはスイカが冷やされ、ま

た、洗たく場があって近所の人たちの社交の場でもあり

ました（観光客が増えたため、こうした風景が少なくな

ったともいいます) 。 

　町を歩いていると、水の流れる音がすぐ近くで聞こえ

ます。道ぞいにふたのついたみぞがあり、豊かな水が流

れているのです。ふたを取って、ちょっとした洗い物を

している人もいました。

「前はふたなんかなかったんだけれど、観光客の人が夜

に落ちて、危ないってことになってね」とみやげ物屋の

人が残念そうに話していました。

　冬には「郡上染め」という染め物を吉田川の水にさら

し、夏には子どもの度胸試しとして、橋から12ｍ下の吉

田川に飛びこむという行事がおこなわれるなど、郡上八

幡は川と暮らしの結びつきがとても強い町です。

こ だ ら よ し だ が わ な が ら が わがわ
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そ　　　もの よ し  だ  が わ
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ま ん く

か

ゆ た

じゅうたく ち

は い  ご

く  に く さく ※４

ちょくせつ

あ ゆ し  い く

せい かつ

にちじょうづ

こ   だ    ら   が わ

ぐじょう はち まん ぐ じょう  し   はちな が  ら  が わ

ぎ       ふ     け ん ぐ     じょう  は ち   ま ん

みずふね
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環　

境

おびひろサケの会による「サケの稚魚 市民放流祭」。売買川（帯

広市）。

ヌップク川（帯広市）で子どもたちと川遊び。「ヌップク川をきれいにする

会」の活動。

水害に備えて訓練する「水防団」。水防団は町や畑などを洪水から守るため

に活動している人たち。日ごろはそれぞれ、畑や会社、店などで働いている。

　十勝の川は、魚が豊かな川でした。

　しかし、開発が進み、川の環境が変わり、とりすぎもあっ

て、魚は減ってきたといわれています。

　そんな中で、何とか魚が豊かな十勝の川を取りもどそうと、

さまざまな人たちが取り組んでいます。

　サケの自然産卵を目指して、稚魚の放流や、わき水のわく

公園づくりを進める人たち、幻といわれるまで減ってしまっ

たイトウを、人工的に育てて復活させようという人たち、ヤ

マメ（ヤマベ）を放流して、釣りの楽しみを自分たちの手で

守ろうとする人たち、などが活やくしています。

魚が豊かな川にしよう

　身近に流れる小さな川を大切にしようという人たちもい

ます。

　一人の住民によるゴミ拾いから始まり、やがて、何人か

が集まってグループをつくり、役所の人たちなどと話し合

いながら、川の自然環境を守る活動をおこない、子どもた

ちに川での体験の場をあたえるようになっていきました。

　彼らは、町内会などといっしょに、草かり、ゴミ拾い、

植樹などをおこなって川を管理する「アダプトプログラム｣

にも参加しています。

　会員のＫさんは、｢釣りはきらいじゃないけど、この川

を泳ぐ魚は『オレんとこの魚』って気がして、釣る気にな

らないんだよね」と笑います。

「うちの川」 をたいせつにしよう

※１　稚魚（ちぎょ）：魚の子どものうち、すべてのヒレのスジの数が、成魚と同じ数にな

ってから、ウロコができあがるまでの間のもの。（→ｐ236）

※２　アダプトプログラム：役所が管理する川や公園、道路などを、住民などの団体がそう

じや手入れなどをおこない、一方でその場所を使って草木を植えたり、活動したりでき

るようになるしくみ。アダプトとは自分の子どものように育てる、という意味。　

⑥ 川で活動をする人たち
　川はだれのものでしょうか？　答えは「だれのもので

もない」です（小さな水路には個人のものもありますが）。

　これは、川がいろいろな地域を通っていて、みんなが

水を使いたがり、みんなが川に水を流したがり、みんな

が洪水にあいたくないと思っているからです。

　だから、だれかが得をする一方で、だれかが損をする、

という不公平が起きないように、国や都道府県、市町村

が分担して管理しています。

　しかし、川はただ水が流れるだけの場所ではありませ

ん。いこいの場所であり、楽しむ場所であり、自然が豊

かであるべき場所でもあります。

　それぞれの川に対する思いから、仲間が集まり、さま

ざまな活動がおこなわれています。

第５章　発展、今、そして未来へ － ４．川とかかわる文化
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　十勝の自然を守ろうとする人たちは、自然豊かな河川の実

現をめざした活動をおこなっています。

　また、住民、とくに子どもたちの自然体験の場として、川

を活用している人たちもいます。

　あるいは、スポーツを楽しむ場として、健康づくりや仲間

づくりの場として、川を利用する人たちもいます。

　ほかにも、清掃活動をする人たち、洪水の時に街や農地を

守る活動をする人たち（左ページ上写真）、人の命を助けるた

めの活動をする人たちなど、多くの人々がそれぞれの地域で、

それぞれの考え方で、川とつながり活やくしています。

さまざまな地域でさまざまな活動が

※３　史跡（しせき）：歴史的なできごとにかかわる場所や建物など。

※４　子どもの水辺（こどものみずべ）：「『子どもの水辺』再発見プロジェクト」によって

登録された場所。このプロジェクトは、平成 14年（2002）より、国土交通省・文部科

学省・環境省が連けいし、子どもが川をもっと利用し、よりよい体験活動がおこなわれ

るようにしようとしている。（http://www.mizube-support-center.org/outline/mizube.html）

⑥ 川での活動をする人たち

大津（豊頃町）から池田市街まで、茂岩（豊頃町）で一泊して歩く。「十

勝川渡船・駅逓探訪（十勝川の歴史を探訪する会 主催）」の一コマ。

取り残された人をゴムボートで救助する訓練。平成15年（2003）の

十勝川水防公開演習（豊頃町）。

　おそらく２万年以上前から、そして開拓が始まってから

も、川は十勝に住む人たちにとって、とても大切な「道」

でした（→ｐ126・ｐ175）。ですから、十勝の歴史を知ろ

うとする時に、川はとても大切なポイントになります。

　大津（豊頃町）、そして十勝川を中心に、十勝の歴史をさ

ぐっていこうという人たちがいます。史跡をまわり、船で

十勝川をめぐり、資料を探して整理し、過去に近づこうと

しています。

　ほかにも歴史をさぐる人たちは各地域にいて、中には、

開拓者やかつての探検家たちの足どりをたどって、川ぞい

を歩く人たちもいます。

川を通して地元の歴史を知る

活動団体同士をつなぐ … 北海道エールセンター

　「北海道エールセンター（帯広市)」では、北海道内

で登録されている「子どもの水辺」についての情報を

集めて公開しています。また、活動している団体を紹

介し、たがいの交流を進めてもいます。

　北海道で 30ヵ所以上が子どもの水辺に登録され、十

勝では札内川の光南地区と大正地区（帯広市）、十勝川

の熊牛地区（清水町）、利別川（池田町）、音更川（音

更町）、途別川（幕別町）、伏古別川・ウツベツ川・帯

広川・売買川・柏林台川（帯広市）の各水辺の楽校が

登録されています。

　エールセンターでは、そのほか、ライフジャケット

やカヌーなど道具の貸し出し、指導者の案内、環境学

習の手伝いなどをおこなっています。

　また、川での安全な活動を広げるために、RAC（川

に学ぶ体験活動全国協議会）の指導者養成講座を開い

てもいます。　　　　　　　 （→ 水辺の楽校 ｐ225）

帯広市東15条南4丁目1-73先「治水の森」0155-20-3755

http://yell.p1.bindsite.jp/cn17/index2.html
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← 音更川← 音更川← 音更川

① 川はどこにあるの？

５．まとめにかえて

　だれでも「川」を知っていると思います。

　でも、あらためて聞きます。川ってなんでしょうか？

どこからどこまでが川なのでしょうか？

　「水が流れているところが川じゃないの？」もちろん、

それも正しい考えです。

　広辞苑（岩波書店）によると、川は「地表の水が集ま

って流れる水路」だといいます。

　一方、役所が川の場所（河川敷地）というのは、堤防

と堤防の間のことです。ふだん水が流れていない河川敷

（高水敷）も「川」なのです。（→ｐ224・ｐ211）

　「川の中」で、パークゴルフをしたり、スポーツをし

たり、遠足や散歩をしたりしているわけです。

第５章　発展、今、そして未来へ － ５．まとめにかえて

※１　高水敷（こうすいしき）：洪水（こうずい）になったとき、ふだん水が流れるところ

からあふれた水（高水）が流れるところの正式な呼び方。いわゆる河川敷（かせんしき）

のこと。ふだん水が流れるところは「低水路（ていすいろ）」という。大きな川の場合、

低水路と高水敷の間に、もう一段「中水敷（ちゅうすいしき）」がある場合もある。

※２　氾濫（はんらん）：川の水がふだんの流れから（または堤防〔ていぼう〕から）あふ

れ出すこと。

十勝川とその近くの「氾濫原」にある市街地。堤防がなければ、

洪水が広がり、十勝川の流れが移ることもあったところ。

水の流れがなくなり「サツナイ」となった札内川（上札内橋・中札内村）。

目には見えないが、地下に流れがある。

　十勝平野では、川がつくりだしてきた「段丘地形」がよく

見られます。一番低い段丘よりさらに一段低い地面は「氾濫

原」といって、川はこの平地を流れます。(→ｐ46・ｐ49）

　氾濫原は、堤防がなければ大洪水の時には水につかります

（→ｐ186)。また、今、川の流れがなくても、何百年か、何

千年かの間には、流れがやってきた（やってくる）場所です。

　人の一生より長い目で見ると、氾濫原全体が「川」なのだ

といえます。ということは、今「川の中」に家や畑がたくさ

んあることになります。

　一方、多くの遺跡は、この「川」ではなく、段丘の上で見

つかっています（→ｐ70）。（氾濫原にある遺跡もあります）

氾濫原も 「川」

　札内川の「札内」という名は、アイヌ語の「サツナイ」

で「かわく川」という意味です。水が少なくなると、河原

が広くなり、さらには、水の流れが見えなくなってしまう

ことがある川なのです。（→ｐ127）

　しかし、その下流には、再び川の流れが出てきます。

　札内川の地下には厚い石の地層（れき層）があります。

川の水は目に見えなくなっても、このれき層の中を流れて

いるのです。川は地表だけではなく、地下にもあるのです。

　札内川の水がきれいな理由のひとつには、この石の間を

通ってくる間に、よごれが除かれるということがあると考

えられます。（→ｐ244）

地下を流れる 「川」

音更川と、その河川敷にあるパークゴルフ場（音更町）。河川敷（高水敷）は、

洪水になると水が流れる「川」の一部。
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← 音更川

① 川はどこにあるの？

※３　十勝の発電所（とかちのはつでんしょ）：十勝の発電所で発電した電気がどこで使わ

れているかは決められない。十勝をふくめた北海道東部へは、苫東厚真発電所（とまと

うあつまはつでんしょ＝火力発電所：厚真町）などで起こされた電気に十勝の水力発電

所などで起こされた電気を合わせて各地に送電されている。

（上）稲士別（幕別町）にある

丘。近くを流れる稲士別川よ

り50mくらい高い。

（左）上写真の丘の高い

ところにあるれき層。

雨にけむる札内川上流（中札内村）。山の上に降った雨が滝を

つくり、札内川に流れこむ。

　石ころ（れき）の多くは、山の岩がくずれて、くだけた

ものが、川によって運ばれたものです。れきが厚くたまっ

た「れき層」は、川がつくり出したものです。

　ところが、まわりより高い丘の上にもれき層があるとこ

ろがあります。

　札内Ｎ遺跡（幕別町：→ｐ97）のあった丘には、およそ

４万５千年前にたまった厚いれき層があります（→ｐ54)｡

また、稲士別（幕別町）の丘には、その頂上近くに、およ

そ70万年前のれき層が見つかっています（→ｐ44)。こう

した丘の上のれき層は、十勝平野のいろいろなところにあ

ります。

　これらの場所は、かつて扇状地や氾濫原だったところで

す。そして、長い間にもり上がったり、周りが川にけずら

れていく中で残されて、丘となっているのです｡（→ｐ49)

　多くの丘も、かつては「川」だったのです。

丘の上にある昔の 「川」

家や学校など建物の中にも「川」はある。

　水道の水は、わき水や地下水から取られることもありま

すが、多くは川から取られています。（→ｐ214）

　また、わたしたちが食べるごはんの米は、川から水を引

いてつくる水田でとれたものです。

　一方、体に入った水の多くは、大小便として出されます。

こうした排泄物は下水道に流されると、処理場できれいに

されたあとに川へ流されます。（→ｐ215）

　あるいは、電気は今の暮らしに欠かせないものとなりま

したが、十勝の発電所のほとんどは、川の水を使って発電

する水力発電所です。（→ｐ215）

　わたしたちの家や学校の中などにも、いろいろなすがた

をした「川」が入ってきているのです。

家や学校の中にも 「川」 はある

　降った雨やとけた雪は、地下にしみこむも

のもありますが、地表を流れると川になりま

す。しみこんだ水も、地上にわき出てきた時

には川となります。（川の水が地下にしみ

こむこともあります）

　雨や雪は、陸上（海上も）のどこにでも降

ります。つまり、陸の上は平野も丘も山の上

も、屋根も道路も畑も学校のグラウンドも、

すべてが「川」とつながっているのです。

陸上はすべて 「川」 ？

流れこむところ

札内川 →札内川 →札内川 →

十
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環　

境

山あいの急流が平地に流れ出すと、それまで運ばれてきた大きさ

のれきが流されなくなってたまり、扇状地ができる。（→ｐ44）

上流が上昇するたびに、流れは川底をけずってしずみ、その後平

地を広げる。このくり返しで段丘地形ができる。（→ｐ49）

十勝川とそれにつながる大小の川。川の流れは広い地域をつないでいる。

また、川（水）には、ものをとかし、ものをうかべ、生き物を生かし、地面をけ

ずり流す力がある。

十勝川と札内川の合流点。二つの川の

力がつくり出した「相生中島」の地形。

　川は山の岩がくだけてできた石（れき）・砂や土を下流に

運び、流れが弱くなるにつれ、重いものから置いていきます。

　急な流れの山あいから、ゆるやかな平野部に出るところで

は、それまで流していたれきが置いていかれることで、｢扇

状地」という、おうぎ（扇）形に広がったななめの平地がで

きます。（→ｐ44・ｐ57）

　また、速い流れは川底をけずって谷をつくります。流れが

おそい川は谷を広げ、さらに流れをあふれさせることでまわ

りに土砂をため、低い平地（氾濫原）をつくります。

　大地がもり上がったり、海面の高さが変わったりすること

によって、流れの速さや場所が変化すると、階段のような地

形（段丘地形）ができていきます。（→ｐ46・ｐ49）

　水の中にも、深いところ・浅いところ・中州、えぐれたと

ころ・なだらかなところ、石の底・砂の底・土の底など、さ

まざまな環境をつくります。

　あるいは、河口近くにも砂州や浅瀬をつくります。海の底

などにたまった石や砂などは、長い長い時間をかけて固まり、

堆積岩となることもあります。（→ｐ33）

地形をつくる

※１　氾濫（はんらん）：川の水がふだんの流れから（または堤防〔ていぼう〕から）あふ

れ出すこと。

② 川のはたらき

第５章　発展、今、そして未来へ － ５．まとめにかえて

　川はまわりから水を集め、集まった水は海まで流れて

いきます。そんな川や水にはいろいろな性質や力があり

ます。

　水はものをとかすことができます。また、水の中のも

のは「軽く」なります。

　水は生き物にとって、なくてはならないものです。水

の中に暮らす生き物もたくさんいます。

　流れはものをけずり、ものを動かす力になります。こ

の力は流れが速いほど大きくなります。

　多くの流れが集まり海まで流れることで、ある広さの

山・丘・平地を結びつけ、陸と海とをつなげています。

　川はこうした力を使

って、地面に対して、

自然の生き物に対して、

そしてわたしたち人間

に対して、さまざまな

はたらきをしてきてい

ます。
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※２　産卵（さんらん）：ここでいう産卵とは、メスが卵を産み、オスが卵に放精する（精

液をかける）こと。シシャモやサケなどでも、オスが卵を産むわけではない。

　草が生え、木が育ち、かれ草やかれ葉、あるいは生き物の死体やフンな

どがたまり、さらにこれを虫や小さな生き物が食べ、分解することで、土

には栄養分がたまっていきます。

　川は、こうしてできたかれ葉・ふんなどや栄養分を流します。これらは

水の中の生き物を育てます。

　また、こうした栄養分をふくんだ土砂

が、洪水の時氾濫原にたまります。この

栄養分をもとに、下流の川のまわりで草

や木が育ち、草原や林ができていきます｡

　さらに川を下った栄養分は海へも出て

いきます。

生き物を育てる川 (２) … 栄養分を流す川

② 川のはたらき

川とのきょりや高さのちがいで、生えたり暮らしたりする生き物の種類

が変わる。

①　洪水が引いて栄養入りの土砂が残る。

②　草が生え、ヤナギの幼木が生えてくる。 ③　ヤナギが育って林になる。

　川の中には魚がいます。小さな虫もいます。水草や藻も

生えています。目に見えないほどの生き物もいます。これ

らは食べたり食べられたりするつながりを持っています。

　川の外からも、魚や虫をつかまえに、鳥や動物たちがや

ってきます。人間も魚をとります。

　水ぎわにはヨシ（アシ）などの草や、ヤナギなどの木が

生えます。こうしてできた草原や林にも、さまざまな虫や

鳥、動物がやってきます。

　一方、カシワの木など、川より高い段丘の上で生きる生

き物がいます。しかし、段丘もかつて川がつくった地形で

す。こうした生き物も、広い意味では、川がつくった場所

にいるのだといえます。

生き物を育てる川 (１) … 川の中や近くにすむ生き物

（上）十勝川の河口。川の

水とともに、栄養分も海に

流れこむ。

（左）浜に打ち上げられた

海藻。川が流した栄養分

は、海の生き物も育てる。

　川から海へ流れ出た栄養分は、海藻やプランクトンを育て、

さらには、これらを食べる魚や貝などの海の動物も育てます。

海藻や魚などは、動物や鳥、人間の食べものにもなります。

　河口近くの川の水と海水が混じり合うところでは、塩分の

うすい水（汽水）になります。また、川が運んだ砂や土で浅

瀬ができ、海とも川ともちがった生き物の世界が生まれます。

　あるいは、サケやカラフトマス、シシャモなど、川で卵を

産む海の魚もいます。

　サケは、北太平洋で３年くらい育ち、生まれた川にもどっ

て産卵し、まもなく死にます。

　シシャモは水深120ｍより浅い沿岸部で２年くらい育ち、

河口から 1～10㎞くらい川をのぼったところで産卵します。

オスは１回の産卵でまもなく死にますが、メスはまた海にも

どり、２回以上産卵するといいます。

生き物を育てる川 (３) … 海の生き物と川
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　川には水をきれいにする力があります。

　まずは、よごれをうすめたりしずめたりします。また、水

が川底の石や砂のすきまを通ることで、よごれがこされます。

　また、自然の中や昔からの人の暮らしで出るよごれの多く

は、水の中の生き物の食べものや栄養となるので、食べられ、

吸収されることで水からなくなっていきます。

　この食べられるよごれは、川の生き物にとって必要な栄養

源でもあります。ちょうどいい、バランスがとれた量の「よ

ごれ」があることも大切なのです。

　逆にいえば、多すぎる栄養は、生き物のバランスをくずす

ため、川のよごれ（のもと）になります。川の生き物のバラ

ンスを、つまり水中にどんな生き物が多くいるかを調べるこ

とで、水のよごれ具合を確かめることもできます。

よごれをきれいにする

※１　蒸発（じょうはつ）：液体の表面から、液体が気体になること。

※２　蒸散（じょうさん）：植物体内の水分が水蒸気として体外にでていくこと。おもに、

葉にある気孔（きこう）を通しておこなわれ、その開閉によって調節される。

第５章　発展、今、そして未来へ － ５．まとめにかえて

　川は栄養分を流すといいましたが、陸から海への一方通

行だけではありません。

　サケやシシャモなど海で育った魚が、産卵のために川を

さかのぼるということは、海の栄養分を体の形に変えて、

陸へ山へと運び上げていることでもあるのです。

　とくに、サケは内陸のかなり上流までのぼり、鳥や動物、

虫に食べられます。あるいは産卵後川で死んだままでも、

その体は栄養分になって、川の生き物を育てていきます。

　伝統的なアイヌ文化では、川を生き物としてあるいはカ

ムイ（神）として見ていました。（→ｐ135）

　子どもに、そして人間もふくめた内陸の命に自分の命を

つなぐため、傷つきながら川をさかのぼるサケのようすは、

まさに「命としての川」のすがたです。

サケが運び上げる海の栄養分

水がめぐるイメージ。十勝へは、日本海の水が雲になって来ることが多く、本当はもっ

と大きな広がりの中で水がめぐっている。

　川の水は、もとは雨や雪です。雨や雪は雲か

らできます。雲は空気中の水分（水蒸気）が細

かい水滴や氷のつぶになったものです。

　そして空気中の水分は、陸上や海の水が蒸発

したり、植物から蒸散したりしたものです。

　とくに海は、地球上で陸の倍以上の広さがあ

る上、あたりまえですがすべて水です。（海の

広さ：陸の広さ＝およそ７：３）

　ですから、雨や雪の多くは、そして川の水の

多くは、海からやってきているのです。

川の水も海から来る

② 川のはたらき

その１ しずむ その２ くっつく その３ 食べられる

よごれが石にぶつか

って底にしずむ

よごれが石の表面に

くっつく

石の表面にいる小さ

な生き物がよごれを

食べ、分解する

川の水がいったん石のすきまを通る間にきれいにされる。

「都市河川における水環境の整備・再生・保全と

水質浄化技術（石塚昌志〔1993〕）」より、改変
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サケは、海の栄養分を体

にたくわえて上流へ運び

上げ、陸の命につなぐ。

川にのぼったサケ

はすべて死に、川

の栄養分となる

※３　エコロジー：もともとは生態学（せいたいがく）といって、生き物のことを他の生き

物とのつながりや、周りとのつながりから考える学問のこと。今では、自然環境や人間

が暮らす環境のこと、また、そのことを考えること、考えた結果の工夫や暮らし方、も

のの見方、そこから作られたもの自体なども指す。

伝統的な「マレク漁」の体験をする前に、カムイ（神）への祈り（カムイノミ）

をおこなう。「マレック漁の集い」にて。上士幌町・東泉園。（→ｐ120）

上流の分があることで、これからもそのめぐみを受けられ、自分た

ちの暮らしが成り立つ。

八千代遺跡（帯広市）。縄文時代にも木は切られて利用されたが、

全体的には自然のバランスの中で人は生きていた。（→ｐ90）

第５章　発展、今、そして未来へ － ５．まとめにかえて

　伝統的なアイヌ文化では、サケの漁を始める時には、カム

イノミ（カムイへの祈り）をおこない、サケを殺す道具も、

祈りの道具のひとつとして考えられました。（→ｐ135）

　そして、すべてのサケをとりつくさないので、上流のコタ

ン（集落）の分や、サケを食べるクマ、キツネなどの動物の

分も残されていたといいます。

　どこかでとりつくしてしまえば、上流の人たちが、そして

いつかは自分たちも、自然のめぐみを受けて暮らしていくこ

とができなくなってしまいます。

　自分たちも生き物の輪（生態系）の一部であるという、自

然の「中」で生まれた「エコロジー」だったのです。

自然の「中」で生きる

　伝統的なアイヌ文化やそれ以前の文化の人たちも、暮ら

しのために木を切って利用してきました。縄文時代に八千

代遺跡（帯広市：→ｐ90）に住んでいた人たちがいなくな

ったのは、環境が悪くなったからだ、ともいわれています。

　しかし、十勝全体では、自然のめぐみで生きられる数の

人だけが暮らしていました。それをこえると、暮らしてい

けなくなります。そのため、川や林が少し傷んでも、自然

の回復力できれいに力強くなることができました。

　きびしいことですが、人間の数も暮らし方も、自然との

バランスの中に収まっていたので、全体として、自然や川

の持つはたらきがこわれることはありませんでした。

自然や川とバランスのとれる人口

③ むかしの川とのつきあい
　２万年以上前の旧石器時代（→ｐ72）から開拓が始ま

るまで、十勝に暮らす人たちは自然とともに生きていま

した。擦文時代のころから農業も始まりましたが（→ｐ

104）、あくまで部分的なものでした。

　そのころは、自然をこわしてしまえば、自分たちの生

活も成り立ちません。自然の生き物をカムイ（神）とし

て、尊重してきました。（→ｐ134）

　川は、毎年春にはイトウ、続いてウグイやマスがのぼ

り、そしてなんといっても秋にはサケがたくさんのぼっ

てきます。その上、重要な「道」でもあり、生きる上で

とても大切な場所でした。伝統的なアイヌ文化では、川

も「カムイ」として見なされました。（→ｐ135）
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※１　浦幌町立博物館（うらほろちょうりつはくぶつかん）：浦幌町字桜町 16 - 1（らぽろ

21内）電話 015 - 576 - 2009　月曜日休館

サケの水あげ（大津漁港・豊頃町）。人工ふ化（左上）のおかげで、サケは

たくさん帰ってくるようになり、多くの人が食べられるようになった。

（右下）今は十勝の川からいなくなったチョウザメ。（浦幌町立博物館：※１）

第５章　発展、今、そして未来へ － ５．まとめにかえて

　開拓が始まると、森や草地が切り開かれて農地にすがたを

変えていきます。十勝にも、それまで住んでいた人数の何倍

も何十倍もの人が暮らすようになります。

　今もそうですが、自然のめぐみだけでは、これだけの人間

が生きていくことはできません。田畑があり、肥料をまくこ

とで、作物がとれ、食べるものが手に入ります。

　農地にとっての自然の川は、農地をうるおしてくれる一方

で、洪水によって、できたはずの作物をうばい

去るものでした。住宅地にとっても同じです。

（→ｐ186）

　とにかく、洪水を減らすこと、続いて、農地

をうるおし、電気を起こし、水道を引くことが

考えられました。川は、それに合わせて、つく

りかえられてきました。

暮らしに合わせてつくりかえられた川

（上）まっすぐな帯広川下流部（帯広

市）。多くの川が「流れやすく」つくり

かえられた。

（右）昔の帯広川のおもかげ

を残す旧帯広川（帯広市）。

なかなかあわが消えない川の水は、よごれていることが多い。

　農地が増え、住宅地が増え、洪水が減り、サケは増え、

そして人は増え、暮らしは豊かになってきました。

　一方で森は減り、もともとあった動植物は減り、川魚は

減り、川の持っていたさまざまなはたらきは、小さくなっ

てきました。

　また、住宅や農地、工場などから出るよごれは、量が非

常に増え、また、自然にないものも増えました。そのまま

地下水や川に流すと、自然や川の力では、きれいにできな

くなり、公害が起きるようにもなりました。（→ｐ174）

人が増え暮らしが豊かに ＝ 川の力は小さく

④ これまでの川とのつきあい
　江戸時代には、アイヌ民族の交易が和人の支配下に入

ります（→ｐ137）。とくに沿岸や河口部でのサケ漁が、

暮らしに必要な分をとる形から、たくさんとる形に変え

られていきます。やがて、サケの数が減っていきました。

　明治に入り、漁師の人たちは、サケを増やす努力をは

じめます。川をのぼるサケをつかまえ、卵をとり、人の

手で子どもをかえし放流する「栽培漁業」が始まりまし

た。サケの一生のうち、産卵とふ化を人の手で助けるこ

とによって、サケの数は増えていきました（→ｐ174）。

　一方で、川の形は変えられ、サケに限らず、自然に産

卵できる場所が少なくなりました。人工ふ化がされてい

ないイトウや多くの川魚は少なくなり、チョウザメはい

なくなりました。

チョウザメ

大地・川・自然の成り立ち

自然と暮らす知恵

開拓者の知識と経験

科学技術の発展
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愛国大橋（札内川・帯広市）の下にすてられたゴミと、 それをかた

づける人たち。今の世の中には、川を大事に思う人も、川をゴミす

て場にする人もいる。「クリーンウォーク2006 in 札内川」で。

上流から下流へ流れる川のように、「過去」があって「今」があり、そし

て「未来」につながっていく。

イトウ（アイヌ語：チライ）。かつて、産卵のためいっせいに川をのぼって来る

春、アイヌの人々は川でイトウ漁をしたという。  （飼育：幕別町ふるさと館：※２）

　自然からのめぐみを取りもどすことで、よりよい未来があ

るかも知れません。

　海から川にもどってくるサケは今、多くが人工ふ化によっ

て放流されています（→ｐ236）。その上に、自然の中でふ化

して育つサケも増えた方が、これからのサケや漁業にとって

いいことかも知れない、と考える人もいます。

　また、川がよごれるということは、わたしたちの暮らしが

川に無理をかけているということです。川のよごれ方を見る

と、暮らしの中にある問題点が見えてくるかも知れません。

　川は、わたしたちの暮らしの「ものさし」となります。

川は暮らしの「ものさし」

　十勝の川は、約１千６百万年前の日高山脈誕生から（→

ｐ28）、長い年月をかけて今のすがたになってきました。

　川は、水がただ流れるだけの場所ではなく、水がめぐり、

地形がつくられ、また、命がつながり、育つところでもあ

ります。２万４千年以上前から十勝には人が暮らし（→ｐ

72）、川の水や自然の「めぐり」とともに生き、さまざま

な文化をつくり出してきました。

　今のわたしたちは、川や自然に手を加えることで、豊か

な暮らしを手に入れました。一方で、川の「めぐり」とは

なれることで、自然からのめぐみを失い、自然とのつきあ

い方を忘れてきたようです。

　昔にもどることはできませんが、昔の生き方や川と大地

の成り立ちから学び、未来に生かすことはきっとできます。

「昔」 に学び、水・命・大地の 「めぐり」 を 「未来」 の暮らしに生かす

※２　幕別町ふるさと館（まくべつちょうふるさとかん）： 幕別町依田 384-3（依田公園横）

電話 0155 - 56 - 3117　月・火曜日休館

⑤ これからの川とのつきあい

第５章　発展、今、そして未来へ － ５．まとめにかえて

　昔の自然のすがたにもどすことは、かなりむずかしい

ことです。

　例えば、川の流れを昔のようにしてしまえば、多くの

住宅地や農地は、川の中やすぐ水につかる場所、また湿

地の中になってしまいます。

　そこまでいかなくても、自然な形にもどすということ

は、どこか今の暮らしをガマンすることにつながります。

　しかし、人間も生き物である以上、自然とどこかでつ

ながっていた方がいいのではないでしょうか。釣りをそ

れほど好きではない人でも、近くの川に１ｍ以上のイト

ウがいるのだとしたらワクワクしませんか？　そして、

いなくなってしまったら、少し悲しくありませんか？
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